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やってみよう！国際交流

認知症初期集中支援チーム・認知症地域支援推進員

平成 30 年　成人式

国民健康保険制度が変わります

川之江庁舎の窓口業務が移転します

議会だより

四国中央市データ

　　12月末日現在（前月比）

人口  男　43,162人  （-24）

　　  女　45,472人　（-40）

　　  計　88,634人  （-64）

世帯　38,913世帯　  （-18）

四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」



やってみよう！国際交流

　市では国際化社会の対応を図り市民の国際認識と理解を深めるとともに、グローバルな人材育成や市民と協働によ
る推進体制を進めるため、平成 26 年度に「四国中央市国際交流ビジョン」を策定しました。このビジョンを基に、
国際交流、国際協力を発展・深化させるとともに、外国人市民にも暮らしやすいまちや企業の海外展開に関する支援
事業などを行っています。

　市内では、文化や言語が異なる 25 か国、約 860 人の
外国人市民が生活しており、年々増加傾向にあります。
このうち約 7 割の 600 人が技能実習生で、国籍別では、
ベトナム、中国、フィリピンの順に多くなっています。

しこちゅ～国際交流フェスタ

　誰でも参加できる多国籍な国際交流イベントで、市民が各国の文
化に触れるとともに、外国人市民に情報や学習の場を提供し、多文
化共生のまちづくりを推進することを目的に開催しています。
　会場では、ステージで民族舞踏が披露されるほか、世界各国の文
化や食べ物などを紹介するブースが設けられ、さまざまな国籍の参
加者が楽しく文化交流を行っています。また、外国人市民には、簡
単な日本語やパネルを使って防災や交通安全について学習しても
らったり、安全で安心して生活するためのグッズを紹介したりして
います。4 回目となる今年は、2 月 4 日（日）13 時 30 分から福祉会
館で開催します（詳しくは広報 1月号をご覧ください）。

【問い合わせ先】

市民交流課　国際交流係　28-6014

内なる国際化

　外国人市民が年々増加していく中、国際交流ビジョンの取り組み施策として、誰でも参加できる交流イベントの開
催や防災への対応など、多様な文化が共生し、安心・安全な地域社会づくりを市民と協働で進めています。
　そこで、市と国際化推進実行委員会が協働で実施している多文化共生事業についてご紹介します。

本市の外国人人口の推移

本市の外国人市民

国籍別人数（上位 5か国）

 　　ベトナム 　 381 人
 　　中国 　 231 人
 　　フィリピン 　 120 人
 　　インドネシア 　　38 人
 　　韓国 　　33 人
※平成 29 年 12 月末現在
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災害時外国人支援事業

　外国人市民の中には、日本語を十分に理解することができない方
や、地震などの被災経験がほとんどなく、災害に対する知識がない
方もいます。また日本人も、災害が発生した時に外国人にどのよう
な支援が必要かなどを知らない方が多いことから、災害時の外国人
支援に関する事業を実施しています。
　外国人市民は、地域の防災訓練に参加したり、消防防災センター
にある防災学習コーナーでの災害体験や防災グッズの使い方などの
研修を行ったりしています。

　私が来日して 2 年半が経ちます。来日当初は、四国中央市のみなさんは海外のこと、
特にニュージーランドについてあまり知らないかもしれないと思っていました。でも、
来てみて驚きました。それは、市民のみなさんがニュージーランドのことを詳しく知っ
ていたり、自ら国際交流をしたいという理由で、ハロウィンパーティや英語カフェなど
のイベントに積極的に参加してくれたりする様子を見て、国際交流の意識が高いと感じ
たからです。
　現在、市内には約 860 人の外国人が住んでいます。その方々の文化を学び、また、日
本の文化を伝えることができる機会を、今後も作っていく必要があると思っています。
　国際交流は、その国の言語を話せなくてもできることがたくさんあります。みなさん
も一緒に活動してみませんか。

ルシア・ジュ
（ニュージーランド出身）

国際交流員

　市民交流課には国際化を推進することを目的とした国際交流員がおり、市が行う国際交流事業の企画・運営などを
幅広く担っています。また、海外からの訪問客の通訳や書類などの翻訳、市内幼稚園や小中学校で外国に対する興味
を持ってもらうための講座も行っています。

こんにちは！国際交流員のルシアです！

　また、外国人市民を支援する方たちは、東日本大震災や熊本地震
で実際に行った外国人支援について話を聞き、情報伝達の方法やコ
ミュニケーションの重要性について学習しています。今後、多言語
による災害情報の提供や、やさしい日本語による外国人支援につい
て研修を進めていきたいと考えています。

四国中央市国際交流協会

　「Think Globally, Act Locally」（地球規模で考え、地域に根ざし
た行動を）をモットーに、身近な国際交流、草の根レベルでの国際
協力を目指し、年齢を問わず楽しく参加できる交流の場を作ってい
ます。青少年の国際感覚の育成を目的とした「中学生海外派遣事業」
などのほか、「初心者英会話」や「ハロウィンパーティ」などの講座
やイベントを企画し実施しています。

国際交流の窓口や交流事業を行っている団体など

友好都市交流協会

　本市は、中国安
あ ん き

徽省宣
せんじょう

城市と友好都市協定を結んでいます。宣城
市は文

ぶ ん ぽ う し ほ う

房四宝（筆、墨、紙、硯
すずり

）の産地であり、「宣
せ ん し

紙」と呼ばれる
書画用紙の産地としても知られていることから、「紙」が縁となり、
友好都市交流協会（旧社団法人川之江国際交流協会）を中心に、こ
れまで経済や文化、教育、体育など幅広い分野で交流してきました。
これからも「紙」を通して、お互いの相互理解を深めていきたいと
考えています。



　認知症は特別な病気ではなく、高齢になると誰にでも起こりうる「脳の病気」で、65 歳以上の 4人に 1人は認知
症の方、またはその予備軍と言われています。認知症は予防も大切ですが、早期診断・早期治療、適切な対応をする
ことで、進行を遅らせることが期待できます。
　また、認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活していくためには、ご家族はもちろん、地域のみなさんの
認知症に対するご理解とご協力が必要です。
　地域包括支援センターでは、認知症の方の早期診断・早期対応に向けた取り組みの一つとして「認知症初期集中支
援チーム」の活動を始めました。

新しく、認知症の方（認知症の疑いのある方も含む）やそのご家族を支援する体制がスタートしました !

認知症初期集中支援チーム認知症初期集中支援チーム がお手伝いします !

　もの忘れなどに関して、あなた自身やあなたの大切な人に心配ごとや気掛かりなことがありましたら、まずは

地域包括支援センターにご相談ください。相談は無料です。

　本人やご家族からの相談はもちろん、ご近所の方や民生委員、ケアマネージャー、かかりつけ医など、医療や

介護の関係者の方からの相談も受け付けています。　　　　　　高齢介護課　地域包括支援センター　28-6147

一人で悩まず、まずはご相談ください！

　認知症の早期診断・早期対応を目的とし、認知症専門医と保健師・社会福祉士などで構成された専門職のチー
ムです。

「認知症初期集中支援チーム」って？

　ご自宅で生活をしている認知症の方や認知症が疑われる 40 歳以上の方で、現在医療や介護のサービスを受け
ていない方が対象です。

対象となる方は？

　家庭訪問などを通じ、約 6か月間を目安に、安心して暮らすためのサポートを行います。適切な医療や介護サー
ビスにつなげ、その方らしい生活が送れるよう支援します。

どんなサポートをするの？

チームメンバーで
支援の方向性を検討

必要な支援の実施
（最長 6か月）

関係機関へ
支援の引き継ぎ対象者宅を訪問

支援の流れ

認知症の早期発見のために知っておきたいこと

経験したことが部分的に思い出せない

何を食べたか思い出せない

物の置き場所を思い出せないことがある

もの覚えが悪くなったように感じる

曜日や日付を間違えることがある

もの忘れを自覚している

日常生活にはあまり支障がない

経験したこと全体を忘れている

食べたこと自体を忘れている

置き忘れや紛失が頻繁になる

数分前の記憶が残らない

月や季節を間違えることがある

もの忘れの自覚に乏しい

わからないことやできないことが増え、日常生
活に支障が出る

加齢によるもの忘れ 認知症の記憶障害

もの忘れと認知症の違い



　「認知症地域支援推進員」は、認知症の疑いのある方や、認知症になって不安に思っているご本人やご家族の相談・
訪問支援を行い、必要なサービスや支援を受けられるよう関係機関との連絡調整を行っています。また、医療・介護・
地域資源などの連携を図る支援ネットワークづくりを進めるとともに、認知症を身近な病気として市民のみなさんに
理解していただくための啓発活動も行っています。

【問い合わせ先】　高齢介護課　地域包括支援センター　28-6147

認知症地域支援推進員地域包括支援センターには 認知症地域支援推進員 が配置されています !

こんなときは、お気軽にご相談ください。今できることを一緒に考えていきます !

地域住民 自治会など

家族・親族
ご近所・民生委員・
見守り推進員

高齢者

「近所の一人暮らしの方が閉じこ

もりがちになっていて、心配だ」

「近所の高齢者が、ごみを出す日

を間違えるようになった」
「慣れた道でも迷うようになった」

「迷子になることが多くなってき

た」

こんなときは…
○あんしん登録制度

をご利用ください。

こんなときは…
専門職が訪問しますので、ご相

談ください。

「近所に住んでいる母が、最近忘

れっぽくなった。認知症の検査を

させたいが、受診を嫌がる」

「同居している父の認知症の症状

が進み、困っている」

こんなときは…
専門職が一緒に支援を考えます

ので、ご家族で抱え込まず、ご

相談ください。

「最近、忘れっぽい」

「周りの人から同じことを何度も聞くと言われる」

「認知症を予防したい !」

こんなときは…
○もの忘れチェック体験（月 1回）※

○もの忘れ相談（年 9回）※

○認知症講演会（年 1回）をご活用ください !
（※の日程などは 19 ページ参照）

「地域で認知症のことを考えたい !」

こんなときは…
○認知症高齢者探そや体験（随時）

に地域で取り組んでみませんか !

「一人で不安そうに歩いている高齢者を見かけ

たけれど、どうしたらいいのかわからない」

「認知症のことを勉強したい。自分にも協力で

きることはないか」

こんなときは…
○認知症サポーター養成講座（随時）

○認知症サポーターステップアップ講座

で勉強してみませんか !

認知症になっても、安心して暮らせるまちを目指して…
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石村優季さん

川之江会場誓いのことば

阿部　萌さん

土居会場謝辞

中村旬花さん

伊予三島会場誓いのことば



まちの話題

第 13 回四国中央市綱引大会

　土居総合体育館（アリーナ土居）で四国中央市綱引

大会が開催されました。今年は、40 チーム 413 人が

参加し、勝利を目指して熱い戦いを繰り広げました。

　選手らは、掛け声に合わせて一斉に綱を引き合い、

勝負が決まった後は、相手選手とハイタッチをして健

闘をたたえ合っていました。

土居高校情報科学部作成のビジネスプラ
ンが地域活性化コンテストで全国入賞　

　土居高校の情報科学部が作成したビジネスプラン

が、日本政策金融公庫主催の地域活性化コンテスト

で全国入賞し、同校の校長室で表彰式が行われまし

た。このプランは、水引を活用したもので「地方創

生☆政策アイデアコンテスト 2017」で四国 1 位など、

そのほかにもたくさんの賞を受賞しています。

　自然保護を目的に活動する民間のボランティア団

体の金生川ラバーズ（井上百代代表）から金生川の

生態系を紹介するリーフレット 3 万部や鮎釣り漁注

意喚起看板 2つが寄贈されました。なお、リーフレッ

トは市内全小・中・高校、市内公共施設などに配布

されます。

伊予土居ライオンズクラブ
青少年育成講演会

　土居高校体育館で、52 歳から登山を始め、56 歳

で世界最高峰のエベレスト登頂に成功した木元正均

さんを講師に迎え講演会が開催されました。木元さ

んは生徒たちに感謝する気持ちを持つ事の大切さを

メッセージとして送り、全校生徒と参加した関係者

は熱心に耳を傾けていました。

交通安全母の会と三島西中学校による
交通安全啓発活動

　フジ三島店で四国中央市交通安全母の会（西川康

子会長）と三島西中学校の生徒による交通安全啓発

活動が行われました。

　参加した生徒 16 人は、水引でできた手づくりの交

通安全祈願のお守りやチラシを来店客に手渡し、交

通安全を呼びかけていました。

翠波高原　初日の出会

　初日の出会が翠波高原で開催されました。これは、

コスモス会（菰田典明会長）が毎年開催しているもの

で、初日の出会開催後、嶺南支所で祝賀式も行われま

した。当日は、雲が厚く御来光は拝めませんでしたが、

祝賀式には 100 人を超える参加者があり、振舞われた

しし鍋などに舌鼓を打ち新年を祝いました。

12/17

12/18 12/18

12/18

12/22 1/1

金生川ラバーズによるリーフレット及び
鮎釣り漁注意喚起看板贈呈式



まちの話題

霧の森　新年餅つき大会

　新宮町の霧の森で餅つき大会が行われました。こ

れは観光客などに、昔ながらの杵と臼での餅つきを

体験してもらおうと、新宮観光協会と青空市かほり、

霧の森が共催で行っているものです。この日は天候

に恵まれ、訪れた人たちは振る舞われたぜんざいや

つきたてのお餅をおいしそうに味わっていました。

1/2 四国中央市新年交歓会

　ホテルグランフォーレで四国中央市新年交歓会が

開催されました。

　毎年開催されている年始の恒例行事に、今年は市

内の企業などから約 400 人が出席し、市や企業の発

展を祈ってあいさつを交わすとともに、歓談するな

どして新年の門出を祝いました。

1/4

第 62 回新春紙初市

　ホテルグランフォーレで新春紙初市が開催されま

した。これは、株式会社紙業会館が毎年開催してい

るもので、今年は、製紙業など過去最多の 74 社 215

人が参加しました。売上高もこれまでの最高となる

64 億 800 万円に上り、会場内では、商談が成立する

たびに手締めの音が景気よく鳴り響いていました。

1/6 立石美津子講演会

　土居文化会館（ユーホール）で行われた講演会では、

自身も自閉症児の親である立石美津子さんから、完

璧な子育てではなくテキトーな子育ての極意につい

ての話がありました。

　約 100 人の参加者は、親の価値観を押し付けない

子育てについて理解を深めていました。

1/6

みしま児童センター　どんど焼き

　みしま児童センターで恒例のどんど焼きが開催さ

れました。これは持ち寄ったお正月のしめ縄などを

燃やし、一年間の無病息災を願うものとして毎年行

われています。この日は、穏やかな天候のもと火が

つけられ、組み上げられた竹の破裂音を響かせなが

ら、勢いよく燃え上がっていました。

1/7 親子ふれあい凧
た こ

あげ大会

　伊予三島運動公園体育館で市愛護班連絡協議会（石

黒忠則会長）による親子ふれあい凧あげ大会が開催

されました。

　幼稚園・保育園児や小学生とその保護者、約 400

人が参加し、親子で協力しながら凧を作り、体育館

内で高く揚げて楽しんでいました。

1/8



　

「
瀬
戸
内
海　

燧
ひ
う
ち
な
だ灘

」

　

見
慣
れ
た
風
景
も
時
と
し
て
、
季
節
、
天
候
、
時
間
、
自
分

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
新
鮮
な
も
の
と
し
て
、
目
に

飛
び
込
ん
で
来
る
こ
と
が
あ
る
。

 

自
分
の
状
態
以
外
は
、
天
地
自
然
の
も
の
で
あ
る
が
、
自
分

の
心
だ
け
は
把
握
の
し
よ
う
が
な
い
。

 

森
羅
万
象
も
不
変
で
あ
っ
て
も
、
目
か
ら
脳
へ
と
移
動
す
る

と
き
に
は
、
別
の
脳
が
働
き
、
違
っ
た
新
鮮
な
も
の
と
し
て
映

る
こ
と
が
あ
る
。

 

そ
ん
な
中
、
松
山
で
の
年
賀
挨あ

い
さ
つ拶

ま
わ
り
か
ら
帰
る
途
中
、

土
居
入
野
パ
ー
キ
ン
グ
に
寄
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
薄
暮
の
幽
玄
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
瀬
戸
内
海
が

伊
吹
島
を
中
心
に
、
ま
さ
に
内
海
と
し
て
、
大
き
な
湖
の
ご
と

く
目
に
映
っ
て
き
た
。

　

東
に
向
け
て
い
く
と
、
満
月
が
正
面
に
あ
る
。
き
れ
い
な
お

月
さ
ん
で
あ
る
。

　

頭
の
中
は
、
ぼ
ん
や
り
と
し
て
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
。

　

す
で
に
今
年
一
年
が
始
ま
っ
て
進
行
し
て
い
る
。
立
ち
止
ま

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

で
も
、「
も
う
少
し
、
こ
の
ま
ま
で
い
さ
せ
て
下
さ
い
！
」
と
、

背
骨
の
後
ろ
か
ら
ぼ
や
い
て
い
る
。

　

あ
と
３
分
も
す
れ
ば
、
料
金
所
で
あ
る
。

四国中央市長

篠 原  実

まちの話題

保育園や幼稚園に木馬を寄贈

　教育長室で、NPO 法人倫理生活指導センター（井上

富男会長）から、市内の保育園や幼稚園に 7基の木馬

が寄贈されました。今回の木馬は、同センターが実施

している間伐事業で発生した間伐材で製作したもので、

昨年 11月の産業祭で展示し、好評だったため、子ども

たちに喜んでもらいたいとの思いから贈呈されました。

1/9 新春やまじっこマラソン大会

　関川河川敷ふるさと広場で新春やまじっこマラソ

ン大会が開催されました。今年で 31 回目となる同大

会には市内外から 1,292 人が参加し、距離や年齢、

性別に応じて部門別で健脚を競いました。ジョギン

グの部では、親子が一緒に走る姿も見られ、参加者

は気持ちのよい汗を流していました。

1/14

紙のまち新春競書大会

　伊予三島運動公園体育館で、四国中央市紙のまち新

春競書大会が開催されました。大会には、市内のほか

三好市と観音寺市などの小学 3 年生から中学 3 年生の

236 人が参加しました。また、参加者が書道パフォー

マンスも体験できるアトラクションが行われ、体験し

た参加者は戸惑いながらも楽しんでいました。

1/14 三島高等学校芸術発表会・情報デザイン
卒業制作展1/14

　1 月 12 日から 15 日の間、福祉会館で三島高等学校

芸術発表会 2018・第 23 回情報デザイン卒業制作展が

開催されました。また、14 日（日）には交流イベン

トがあり、茶道部によるお茶席や「えひめ子ども観

光大使」の講座も同時開催され、第二期生の子ども

観光大使らが、同校書道部と交流しました。



　後期高齢者医療保険に加入されると、医療費の窓口負担が原則 1 割となり、保険料も現在の国民健康保険
料などに比べて安くなる場合があります。
 ただし、これらは所得や世帯構成などにより異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

　国保医療課　後期高齢者医療係　28-6017

65 歳から 74 歳までの方で一定の障がいのある方は、後期高齢者医療保険に加入できます

　国民健康保険制度は、日本の国民皆保険の基盤となる仕組みですが、「年齢構成が高く医療費水準が高い」「所得水
準が低く保険料の負担が重い」「財政運営が不安定になるリスクの高い小規模保険者が多く、財政赤字の保険者も多
く存在する」という構造的な課題を抱えています。
　国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成 30 年 4 月から、これまでの市町村に加え都道府県も国民健康
保険制度を担うことになりました。

都道府県と市町村で国保を運営します

新しい国民健康保険制度における「愛媛県」と「四国中央市」の役割

県の役割 市の役割

○財政運営の責任主体
○国保運営方針に基づき、事務の効率化・標準化・
　広域化を推進
○市町ごとに標準保険料率を算定・公表
○保険給付費等交付金を市町へ支払い

○国保事業費納付金を県に納付
○資格を管理（保険証などの発行）
○県が決めた標準保険料率などを参考に保険料率を決定
○保険料の賦課・徴収
○保険給付の決定・支給

○県は、安定的な財政運営や効率的な事業運営の確保のため、県内市町との協議に基づき、県内の統一的な運営方針
　としての国民健康保険運営方針を定め、市町が担う事務の効率化・標準化・広域化を推進していきます。
○広域化により、平成 30 年度から県内で他の市町に引っ越した場合でも、引っ越し前と同じ世帯であることが認め
　られるときは、高額療養費の上限額支払い回数が通算され、経済的な負担が軽減されます。
○今後、市はより積極的に被保険者の予防・健康づくりを進めるためにさまざまな働きかけを行い、地域づくり・ま
　ちづくりの担い手として、関係者と連携した取り組みを進めます。

保険者機能が強化され、サービスが拡充します

　財政運営の仕組みは大きく変わりますが、みなさんの医療の受け方は変わりません。また、各種届出なども今まで
どおり市の窓口で行うことができ、保険料も市に納めていただきます。
　国民健康保険に関することは、引き続き、国保医療課へお問い合わせください。

届け出や国民健康保険料の納付などは今までどおりです

平成 30 年 4 月から

国民健康保険制度が変わります国民健康保険制度が変わります
国保医療課　国民健康保険係　28-6020



3/19（月）から川之江庁舎の窓口業務が
川之江文化センター 1階に移転します
　川之江庁舎解体工事（平成 30 年度当初予定）に伴い、

川之江庁舎窓口業務は、3 月 19 日（月）から隣接する

川之江文化センター 1階事務所に移転します。

階段EV

多目的
トイレ

女子
トイレ

男
子
ト
イ
レ

会
議
室

キッズ
スペース

掲示スペース

川之江文化センター 1階事務所　平面図
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28
・
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１
８
１

福
祉
窓
口

28
・
６
１
８
２

N

移転する窓口と主な業務の変更点

川之江窓口センター

○各種戸籍届出書の受領

　夜間、土日祝日及び年末年始は、本庁宿日直で受領します。
○火葬許可証の交付など

　夜間、土日祝日及び年末年始は、本庁宿日直で交付します。
○犬・猫及び動物死体の引き取り

　川之江窓口センターでの「動物死体引取業務」は廃止し、本庁
生活環境課（28-6145）での取り扱いとなります。
○川之江文化センター貸館業務

　川之江窓口センターで受け付けます。

福祉窓口

※移転による主な業務の変更はありません

保健推進課窓口

※移転による主な業務の変更はありません

川之江庁舎
（解体予定）

川之江

文化センター

来客用

駐車場

1 階事務所
出
入
口

川之江文化センター　位置図

○所在地

　金生町下分 791-2

　（川之江庁舎東隣）

N

入口玄関

商工会議所
（旧保健センター）



　　

市
県
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

次
の
日
程
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
で

市
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
し
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
詳
し
く
は
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

税
務
課　

市
民
税
係　

28
・
６
０
０
９

…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

　新庁舎・文化ホール整備課　28-6022　　財産管理課　28-6167

市役所本庁舎周辺通行制限について
新庁舎連絡通路棟建設工事のため、本庁舎東側の市道ふれあい通り線の一部を通行止めにします。
工事期間中はご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

通行止め期間　　3月 1日（木）～ 4月 14 日（土）

　　

伊
予
三
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
が
で
き
ま
す
！

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
へ

ア
ク
セ
ス
（w

w
w
.
k
e
i
s
a
n
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p

）

○
税
務
署
へ
行
く
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間
い
つ
で
も
利

　

用
で
き
ま
す
。

○
不
明
な
点
は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
へ
問
い
合
わ
せ

　

で
き
ま
す
。（
０
５
７
０
・
01
・
５
９
０
１
）

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

申
告
書
を
作
成

　

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
だ
け
で
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

申
告
書
を
提
出
（
２
通
り
あ
り
ま
す
）

①
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
電
子
証
明

書
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
は
不
可

②
印
刷
し
て
税
務
署
に
郵
送　
　

※
２
月
15
日
以
前
は
、
確
定
申
告
会
場
を
設

置
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
申
告
書
の
提
出
は
受
け
付
け
ま
す
）

　

伊
予
三
島
税
務
署　

24
・
５
４
１
０

日　付 場　所

 2/ 5（月）～ 14（水）土居庁舎 3階　大会議室

 2/19（月）～ 28（水）

市民会館川之江会館 3階

大会議室

※昨年と変更しています

 3/ 2（金） 嶺南支所　※午前中のみ

 3/ 5（月） 新宮庁舎

 3/ 7（水）～ 15（木）福祉会館 3階　会議室 2

※受付時間はいずれも、9：00 ～ 11：00、13：00

～ 16：00 です

商工会館

既存庁舎

新庁舎建設予定地
市民交流棟
建設予定地

連絡通路棟
予定地

全面通行止

四国中央土木事務所

通行止め範囲

全面通行止



　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

　

10
年
を
目
安
に
交
換
を
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
定
期
的
に
点
検
を

行
い
、
故
障
や
電
池
切
れ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
購
入
し
た
警
報
器
に
は
設
置
年
月
日

を
記
入
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
警
報
器
で
た
く
さ
ん
の
命
が
救
わ
れ
て

い
ま
す
。
命
や
財
産
を
守
る
た
め
必
ず
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

※
設
置
、
点
検
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　　

消
防
本
部　

予
防
課　

28
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基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

事
務
所
移
転

　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
所
を
福
祉

会
館
１
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

　　

基
幹
相
談
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援
セ
ン
タ
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28
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国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　　

国
民
年
金
の
加
入
や
変
更
な
ど
の
手
続
き

を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

減
額
さ
れ
る
場
合
や
、
年
金
そ
の
も
の
が
受

け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の

よ
う
な
方
は
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。対象者 必要な書類 届出先

会社を退職した方
年金手帳、印鑑、社会保険等
資格喪失証明書または退職日
のわかる書類

各庁舎の
市民窓口センター

配偶者の退職または離婚な
どにより扶養から外れた方

年金手帳、印鑑、社会保険等
資格喪失証明書など、配偶者
の扶養から外れた日がわかる
書類

20 歳になった方
（厚生年金加入者などを除く）

印鑑、日本年金機構から郵送
されてきた書類

会社へ就職した方 年金手帳
（詳しくは勤務先にお問い合
わせください）

勤務先

結婚や退職などにより配偶
者の扶養になった方

配偶者の勤務先

　

※
３
月
か
ら
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

に
よ
る
届
出
・
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
身
元
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
は
、
本
人
の
番
号

確
認
書
類
に
加
え
て
、
委
任
状
と
代
理
の
方

の
身
元
確
認
書
類
が
必
要
で
す
）。

　　

市
民
窓
口
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ン
タ
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28
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第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が

　

近
づ
い
て
い
ま
す

　　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
戦
没
者
な
ど
の
死

亡
当
時
の
ご
遺
族
お
一
人
に
、
特
別
弔
慰
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
請
求
期
間
が
４
月
２

日
（
月
）
ま
で
で
す
の
で
、
ま
だ
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
孫
、
兄
弟
姉
妹
な
ど

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
の
親
族
（
甥
、
姪

な
ど
）。
た
だ
し
、
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
後
に
生
ま

れ
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

支
給
内
容

額
面
25
万
円
の
５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
窓
口

生
活
福
祉
課
及
び
各
庁
舎
福
祉
窓
口

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

社
会
福
祉
協
議
会

生
活
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

エ
レ

ベ
ー
タ
ー

基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

給
湯
室

階
段

正
面
玄
関

館
内
出
入
口

屋
外
出
入
口

福
祉
会
館
１
階



　　

宝
く
じ
の
助
成
事
業
で

　

防
災
資
機
材
整
備

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
活
動
に
対
し
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
地
域
防
災
組

織
育
成
助
成
事
業
と
し
て
、
三
角
寺
自
主
防

災
会
（
金
田
町
三
角
寺
）
が
防
災
資
機
材
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

　　

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

　

２
月
７
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
と
し
た

の
は
、
１
８
５
５
年
２
月
７
日
の
日
露
通
好

条
約
の
調
印
日
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
同

条
約
は
、
日
露
両
国
が
国
交
を
開
く
に
際
し
、

北
方
四
島
（
択
捉
島
・
国
後
島
・
色
丹
島
・

歯
舞
群
島
）
が
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ

と
を
両
国
が
初
め
て
正
式
に
確
認
し
た
歴
史

的
な
意
義
を
有
す
る
条
約
で
す
。

　

ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還
交
渉
は
長
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
進
展
が
み

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

北
方
領
土
返
還
実

現
の
た
め
、
全
国
的
な

北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
を
一
層
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

　

総
務
課　

28
・
６
０
０
２

　　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

３
月
９
日
（
金
）
19
時
～
21
時

（
受
付
18
時
30
分
～
）

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室　

　

「
災
害
時
の
支
え
合
い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
～
被
災
者
支
援
の
視
点
と
活
動
者
の
役

割
～
」

　

山
下
弘
彦
さ
ん
（
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９

　

学
校
体
育
施
設
の
夜
間
使
用
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
目
的
と
し
て
、
学
校
の

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
夜
間
使
用
す

る
場
合
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
新
規
で
使
用
を
検
討
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
、
２
月
28
日
（
水
）

ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　

28
・
６
０
７
１

　

貯
筋
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　

市
で
は
、
住
民
主
体
で
貯
筋
体
操
な
ど
を

行
う
「
つ
ど
い
の
場
」
づ
く
り
を
広
め
て
い

ま
す
。
効
果
的
に
体
操
を
行
う
た
め
の
、
助

言
や
補
助
な
ど
を
ご
協
力
い
た
だ
く
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

２
月
28
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
や
貯
筋
体
操
・
体
力

測
定
の
方
法
に
つ
い
て

　

地
域
で
の
貯
筋
体
操
に
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
方

　

２
月
23
日
（
金
）
ま
で

　

無
料

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

28
・
６
１
４
７

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

２
月
27
日
（
火
）
18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　

主
要
病
院
へ
は
路
線
バ
ス
が
便
利
で
す

　　

伊
予
三
島
・
土
居
地
域
か
ら
川
之
江
の
主

要
病
院
へ
の
移
動
に
は
、
路
線
バ
ス
が
便
利

で
す
。
川
之
江
―
新
居
浜
線
の
上
分
経
由
便

が
、
１
日
７
往
復
運
行
し
て
い
ま
す
（
日
曜
・

祝
日
は
減
便
）。

　　

瀬
戸
内
運
輸
株
式
会
社
川
之
江
営
業
所　

　

56
・
２
９
７
５

中新町バス停

（HITO 病院前）まで

四国中央病院前

バス停まで

栄町口（川之江）から 250 円 130 円

松柏（下柏）から 200 円（230 円） 280 円

市役所前（三島）から 260 円（290 円） 290 円

池之下（中之庄）から 330 円 360 円

江之元（寒川）から 420 円 440 円

豊田（豊岡）から 500 円 530 円

土居バス停から 640 円 670 円

路線バス運賃表　　　　　※（　）は新宮線での運賃



　

特
定
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
特
定
最
低
賃
金
を
改

正
し
、
平
成
29
年
12
月
25
日
か
ら
施
行
し
て

い
ま
す
。
施
行
後
の
最
低
賃
金
額
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業　

　

１
時
間
８
６
９
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業　

　

１
時
間
８
７
７
円

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間
８
４
９
円

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

　

１
時
間
８
８
６
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業　

　

１
時
間
７
７
２
円

※
右
記
の
特
定
最
低
賃
金
に
は
、
適
用
除
外

の
労
働
者
と
、
①
か
ら
③
の
産
業
に
は
適
用

除
外
の
業
種
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
該
当
す
る
場
合
は
、愛
媛
県
最
低
賃
金
（
１

時
間
７
３
９
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

愛
媛
労
働
局　

賃
金
室

　

０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
５

　

新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

　

０
８
９
７
・
37
・
０
１
５
１

　

医
療
的
ケ
ア
推
進
事
業　

　

喀
痰
吸
引
等
研
修
（
基
本
・
実
地
）

　　

２
月
22
日
（
木
）
10
時
～

　

２
月
23
日
（
金
）
９
時
～　

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

大
会
議
室
１
・
２

　

重
度
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
喀
痰
吸
引

及
び
経
管
栄
養
に
関
す
る
研
修

　

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
介
護
職
員
の

う
ち
、
特
定
の
重
度
障
が
い
者
な
ど
に
喀
痰

吸
引
な
ど
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
方

　

10
名
（
先
着
順
）

　

２
月
５
日
（
月
）
10
時
～　

　

３
万
円
（
市
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　
　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

看
護
部　

管
理
室

　

58
・
２
２
２
２
（
代
表
）　

※
補
助
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

　

事
例
発
表
会

　

２
月
21
日
（
水
）
19
時
～

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室　

　

川
滝
、
豊
岡
、
蕪
崎
の
３
地
区
が
、
今
年

度
取
り
組
ん
だ
事
業
な
ど
の
事
例
発
表
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

市
民
交
流
課　

28
・
６
０
１
４

　

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

ご
存
知
で
す
か
「
中
退
共
制
度
」

　

「
中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
）
制
度
」

は
、
中
小
企
業
の
た
め
に
法
律
に
基
づ
い
て

設
け
ら
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
国
に
よ
る

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
「
中
退
共
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

　　

四
国
中
央
市
連
合
婦
人
会
防
災
学
習
会

　

２
月
25
日
（
日
）
10
時
～
11
時
30
分

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル　

　

「
災
害
時
に
備
え
て
～
自
助
に
つ
い
て
。

見
直
し
ま
し
ょ
う
、
考
え
ま
し
ょ
う
～
」

　

垣
原
登
志
子
さ
ん
（
愛
媛
大
学
農
学
部
・

大
学
院
農
学
研
究
科
准
教
授
）

　

生
涯
学
習
課
（
四
国
中
央
市
連
合
婦
人
会

事
務
局
）　

28
・
６
０
４
６

　

フ
ェ
リ
ー
で
お
得
に
山
口
県
へ
！

　

「
山
口
勝
手
割
」
の
ご
案
内

　

山
口
県
旅
客
船
協
会
で
は
、
フ
ェ
リ
ー
で

山
口
県
に
お
越
し
に
な
る
方
を
対
象
と
し
た

「
山
口
勝
手
割
」
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
を
使
っ
て
「
お
い
し
い
」「
楽
し
い
」

を
見
つ
け
に
で
か
け
ま
せ
ん
か
。

実
施
期
間

　

３
月
31
日
（
土
）
ま
で

○
愛
媛
県
三
崎
港
と
大
分
県
佐
賀
関
港
を
結

　

ぶ
「
国
道
九
四
フ
ェ
リ
ー
」
を
車
や
バ

　

イ
ク
で
ご
利
用
に
な
っ
た
方
が
、
そ
の
際

　

に
受
け
取
っ
た
乗
船
半
券
（
上
陸
券
）
を

　

窓
口
で
提
示
す
る
と
、
山
口
県
に
乗
り
入

　

れ
る
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
運
賃
を
「
勝
手
に
」

　

割
引
し
ま
す
。

○
山
口
県
に
乗
り
入
れ
る
フ
ェ
リ
ー
航
路
を

　

利
用
す
る
方
に
、「
山
口
勝
手
割
」
協
賛

　

店
舗
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
差
し
上
げ

　

ま
す
。
山
口
県
柳
井
市
・
周
南
市
、
大
分

　

県
国
東
市
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
、
グ

　

ル
メ
・
ス
イ
ー
ツ
・
お
み
や
げ
な
ど
、
バ

　

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
た
く
さ
ん
の
協
賛

　

店
舗
が
あ
り
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
各

　

航
路
発
券
場
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

山
口
県
旅
客
船
協
会

　

０
８
２
０
・
22
・
３
３
１
１



　　

あ
っ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

支
援
事
業

■
事
業
の
募
集

み
ん
な
で
取
り
組
む
、
あ
っ
た
か
し
こ
ち
ゅ

～
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
（
上
限
40
万
円
）

　

補
助
対
象
経
費
の
７
割
以
内

や
っ
て
み
よ
う
！
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
（
上

限
10
万
円
）

　

補
助
対
象
経
費
の
５
割
以
内

　　

市
民
活
動
団
体
が
市
内
を
活
動
拠
点
と
し

て
取
り
組
む
公
益
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

３
月
16
日
（
金
）
17
時
15
分
ま
で

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

※
新
年
度
の
早
期
に
事
業
が
着
手
で
き
る
よ

う
、
新
年
度
予
算
の
成
立
前
に
募
集
を
行
い

ま
す
が
、
補
助
決
定
は
予
算
成
立
後
と
な
り

ま
す

■
審
査
会
委
員
募
集　

　

補
助
対
象
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
審

査
し
ま
す
。

任
期　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

応
募
要
件

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の
方

○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

　　

平
成
30
年
度
資
源
回
収
団
体
募
集

　

市
内
で
古
紙
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
雑
誌
）、
古
着
を
自
主
的
に

回
収
し
、
資
源
の
再
利
用
及
び
ご
み
の
減
量

化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
、
自
治
会
や

愛
護
班
な
ど
の
市
民
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

実
施
団
体
に
は
回
収
量
に
応
じ
た
補
助
金

（
１
㌔
に
つ
き
５
円
）
を
交
付
し
ま
す
。　

　
団
体
登
録
・
申
込
方
法

　

補
助
金
を
受
け
る
場
合
、
新
規
ま
た
は
継

続
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
度
登
録
が
必
要

で
す
。
各
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

生
活
環
境
課
に
備
え
付
け
の
登
録
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
補
助
金
の
申
請
に
は
回
収
実
施
ご
と
の
写

真
が
必
要
で
す

※
自
治
会
、
愛
護
班
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
以
外
の
団
体
は
、
団
体
規
約
の
提
出

が
必
要
で
す

平
成
29
年
度
分
補
助
金
の
申
請

　

３
月
末
ま
で
に
資
源
回
収
を
実
施
し
た
団

体
は
、
４
月
末
ま
で
に
補
助
金
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
る
と
補
助
金
の
支

払
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
１
５

　　

自
動
販
売
機
設
置
者
募
集

　

次
の
公
共
施
設
に
清
涼
飲
料
水
の
自
動
販

売
機
を
設
置
す
る
方
に
対
し
、
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
庁
舎
な
ど
の
一
部
を
貸
付
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
関
係
書
類
を
確
認
の
う

え
、
期
限
ま
で
に
入
札
参
加
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
３
年
間

貸
付
料

　

貸
付
予
定
価
格
以
上
の
落
札
価
格

入
札
参
加
資
格

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人
あ
る
い
は
、

本
市
に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営
業
所
を
有
す

る
法
人

申
込
期
間

　

２
月
１
日
（
木
）
～
２
月
20
日
（
火
）

　

８
時
30
分
～
17
時
（
閉
庁
日
は
除
く
）

入
札
日
時

　

３
月
１
日
（
木
）
13
時
30
分
～

入
札
場
所

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
４
階　

４
０
１
会
議
室

関
係
書
類
の
配
布
な
ど

　

入
札
参
加
申
込
書
、
入
札
実
施
要
領
な
ど

は
申
込
期
間
中
に
で
配
布
し
ま
す　
　
　
　

　
　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
３

設
置
施
設

消
防
署
東
分
署

（
川
之
江
町
１
５
１
６
・
１
）

設
置
場
所

屋
外
玄
関
付
近

設
置
台
数

１
台

貸
付
面
積

１
・
０
㎡

貸
付
予
定
価
格

３
３
０
０
円
（
非
課
税
）

募
　
集

　

１
名

　

２
月
１
日
（
木
）
～
28
日
（
水
）

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
連
絡
先
、

応
募
動
機
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
歴
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）
を
明
記
し
、
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
　

　
　

市
民
交
流
課　

28
・
６
０
１
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
７

　
m
a
t
i
d
u
k
u
r
i
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

今年度の対象事業の一部

（右）夏祭り恋活

（左）しこちゅ～友遊ﾗｲﾌﾞ



　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」
募
集

東
予
地
区
説
明
会　

※
要
申
し
込
み

　

２
月
23
日
（
金
）
14
時
～
16
時

　

新
居
浜
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
（
新
居
浜
市

庄
内
町
４
・
４
・
19
）

　

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
に
協
力
し

て
も
ら
え
る
方

　
　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
３
３
・
５
５
９
６

教
育
支
援
員

勤
務
場
所　

①
市
内
小
中
学
校
②
市
内
幼
稚
園

募
集
人
員　

①
②
合
わ
せ
て
３
名
程
度

応
募
資
格　

①
不
問
（
教
員
免
許
な
ど
取
得

者
歓
迎
）
②
幼
稚
園
教
員
免
許

賃　
　

金　

①
日
額
７
１
６
０
円
（
有
資
格

者
は
５
１
０
円
増
）
②
日
額
７
６
７
０
円

発
掘
調
査
補
助
員

勤
務
場
所　

文
化
振
興
課

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

大
学
卒
（
考
古
学
専
攻
）
以
上

ま
た
は
同
等
の
経
験
者
、
自
動
車
運
転
免
許

賃　
　

金　

日
額
１
万
１
０
０
円

保
育
園
調
理
員

勤
務
場
所　

市
内
保
育
園

募
集
人
員　

２
名

応
募
資
格　

不
問
（
調
理
師
免
許
な
ど
取
得

者
歓
迎
）

賃　
　

金　

日
額
７
１
６
０
円
（
有
資
格
者

は
１
０
０
円
増
）

※
勤
務
時
間
や
そ
の
他
の
手
当
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
募
集
が
終
了
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

人
事
課　

28
・
６
０
０
４

　　

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の

　

タ
ウ
ン
コ
メ
ン
ト
募
集

　

市
で
は
、「
四
国
中
央
市
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
（
案
）」
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所

　

建
築
住
宅
課
、
各
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

２
月
９
日
（
金
）
～
23
日
（
金
）

　

住
所
、
氏
名
、
ご
意
見
や
ご
提
案
を
明
記

し
、
持
参
・
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式

自
由
）。

　
　

建
築
住
宅
課　

28
・
６
１
８
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
１
３　

中
曽
根
町
５
０
０

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
５
階

　

28
・
６
１
８
９

　

kenchikujutaku@city.shikokuchuo.

ehime.jp

　

都
市
計
画
審
議
会
委
員
募
集

　

市
で
は
、
都
市
計
画
行
政
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
「
四

国
中
央
市
都
市
計
画
審
議
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に

募
集
し
ま
す
。

任
期　

４
月
１
日
か
ら
２
年
間

報
酬　

１
回
に
つ
き
７
２
０
０
円

応
募
要
件

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の
方

○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
関
係
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
合
計
４
以
上
の
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

　

３
名
程
度

　

２
月
１
日
（
木
）
～
28
日
（
水
）

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、
応
募
の

理
由
、
知
識
経
験
を
４
０
０
字
程
度
明
記
し
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

選
考
方
法

　

書
類
選
考
し
、
結
果
は
応
募
者
全
員
に
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

　
　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

〒
７
９
９
・
０
４
１
３

　

中
曽
根
町
５
０
０

　

28
・
６
１
８
９

　

t
o
s
h
i
k
e
i
k
a
k
u
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

　

臨
時
職
員
募
集

保
育
士

勤
務
場
所　

市
内
保
育
園

募
集
人
員　

７
名
程
度

応
募
資
格　

保
育
士

賃　
　

金　

日
額
７
６
７
０
円
（
パ
ー
ト
は

時
給
８
９
０
円
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

勤
務
場
所　

市
内
児
童
ク
ラ
ブ

募
集
人
員　

７
名
程
度

応
募
資
格　

不
問
（
教
員
免
許
な
ど
取
得
者

歓
迎
）

賃　
　

金　

時
給
８
２
０
円
（
有
資
格
者
は

７
０
円
増
）

療
育
等
指
導
員

勤
務
場
所　

東
部
ま
た
は
西
部
こ
ど
も
ホ
ー
ム

募
集
人
員　

５
名
程
度

応
募
資
格　

教
員
免
許
、
保
育
士
資
格
ま
た

は
児
童
指
導
員
任
用
資
格

賃　
　

金　

日
額
７
６
７
０
円

発
達
支
援
相
談
員

勤
務
場
所　

子
ど
も
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

教
員
免
許

賃　
　

金　

日
額
７
６
７
０
円

保
育
士
（
児
童
発
達
支
援
）

勤
務
場
所　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

保
育
士

賃　
　

金　

日
額
７
６
７
０
円



内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード初級講座
※要事前申し込み

2/2（金）、2/9（金）
10：00 ～ 12：00

福祉会館 3階　会議室・障がいピ
アサポートセンター（商工会館）

障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など）

随時
支援の必要な方が通う事業所、
幼稚園、保育園、学校など

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

発達に心配がある未就園・未就
学のお子さんの親子遊びと相談

（発達支援課事業）
週 2回（火・金曜日）

みしま児童センター・
川之江児童館

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3丁目 13 番 12 号）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

相
　
談

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

２
月
８
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
設
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

無
料
特
許
相
談
（
要
予
約
）

　

３
月
５
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０

　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

出
張
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

２
月
５
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・
26
日
（
月
）

13
時
～
17
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
１
階　

相
談
室

　

就
職
で
お
悩
み
の
15
～
39
歳
の
方
ま
た
は

そ
の
保
護
者

　
　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
新
居
浜
市
繁
本
町
８
・
65
）

　

０
８
９
７
・
32
・
２
１
８
１

　　

紙
講
座
受
講
生
募
集
（
第
31
期
生
）

開
講
期
間
及
び
受
講
要
領

　

４
月
～
平
成
31
年
３
月
（
月
１
回
受
講
）

　

紙
の
ま
ち
資
料
館
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

　

年
額
１
５
０
０
円
（
別
途
教
材
費
必
要
）

　

２
月
14
日
（
水
）
～
３
月
10
日
（
土
）

　

９
時
～
16
時

　

紙
の
ま
ち
資
料
館
の
窓
口
で
直
接
申
し
込

む
か
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

講
座
名
、
コ
ー
ス
（
初
級
・
上
級
・
愛
好
会
・

研
究
会
）
を
記
入
し
、
日
付
指
定
配
達
〔
２

月
14
日
（
水
）〕
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
申
し
込
み
優
先

※
受
付
前
〔
２
月
13
日
（
火
）
ま
で
〕
に
到

着
し
た
は
が
き
は
無
効

 
紙講座　一覧　※当館行事などで変更の場合あり

書道教室
　初級　　（定員 20 名） 第 1土曜日 13：00 ～ 16：00

　上級　　（定員 20 名） 第 3土曜日 13：00 ～ 16：00

水引細工教室
　初級　　（定員 30 名） 第 1日曜日 13：00 ～ 16：00

　上級　　（定員 30 名） 第 3日曜日 13：00 ～ 16：00

　愛好会　（定員 30 名） 第 4日曜日 13：00 ～ 16：00

創作和紙人形教室
　初級　　（定員 30 名） 第 2土曜日 10：00 ～ 16：00

　上級　　（定員 30 名） 第 4土曜日 10：00 ～ 16：00

絵手紙教室
　初級　　（定員 30 名） 第 3日曜日 10：00 ～ 12：00

　上級　　（定員 30 名） 第 2日曜日 13：00 ～ 15：00

手漉き和紙教室
　初級　　（定員 15 名） 第 3日曜日 13：00 ～ 16：00

　愛好会　（定員 15 名） 第 1土曜日 13：00 ～ 16：00

紙バンド手芸教室
　初級　　（定員 30 名） 第 2金曜日  9：30 ～ 16：00

　上級　　（定員 30 名） 第 1金曜日  9：30 ～ 16：00

　研究会　（定員 15 人）第 2金曜日　9：30 ～ 16：00

※書道教室の講座修了作品は自作手漉き和紙を使用

※年間日程表（予定）は、紙のまち資料館で配布

※
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
受
け

付
け
も
行
い
ま
す
が
休
館
日
（
月
曜
日
、
祝

日
の
翌
日
）
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
受
付
終
了
（
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
受
付
あ
り
）

　
　

紙
の
ま
ち
資
料
館　

28
・
６
２
５
７

　

〒
７
９
９
・
０
１
０
１

　

川
之
江
町
４
０
６
９
・
１

　

28
・
６
１
９
６

　

k
a
m
i
n
o
m
a
c
h
i
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで　 

2/ 7（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

 社会福祉
 協議会

28-6127

2/ 9（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

2/20（火）  8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

2/21（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

2/28（水） 13：30 ～ 15：30 受付  土居福祉センター※要予約

3/ 7（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室 

 司法書士相談　※相談日前の平日 17：15 までに要予約

2/ 5（月） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3
 社会福祉
 協議会

28-6127

2/14（水） 13：00 ～ 16：00  川之江庁舎旧館1階　会議室

2/22（木）  9：00 ～ 12：00  新宮高齢者生活福祉センター

3/ 5（月） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 人権相談

2/ 5（月）13：00 ～ 15：00  川之江庁舎 1階　相談室 人権施策課

28-60732/ 9（金）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407

 年金出張相談　※要予約

2/ 8（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階  新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

2/22（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階

3/ 8（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター 4階

3/22（木）10：00 ～ 14：30 受付  川之江文化センター 4階

 行政相談　

2/ 5（月） 10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務課

28-6002

2/ 9（金）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

2/19（月）  9：00 ～ 12：00  土居庁舎 1階　会議室

2/20（火）13：30 ～ 15：30  川之江庁舎 1階　相談室

2/26（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

3/ 5（月） 10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

3/ 9（金）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

2/ 1（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

2/ 6（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

2/ 8（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

2/13（火） 9：00 ～ 11：30  土居庁舎 1階　会議室

2/15（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

2/22（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

3/ 1（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

3/ 6（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課
 （本庁 2階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893

2 月の相談日程

今月の納期
固定資産税　4期分

国民健康保険料　8期分

後期高齢者医療保険料　8期分

介護保険料　8期分

保育園保育料　2月分

幼稚園使用料　2月分

市営住宅使用料　2月分

市営住宅駐車場使用料　2月分

※納期限　2月 28 日（水）

水道料金　1月分

下水道使用料　1月分

※納期限　2月 13 日（火）

もの忘れ相談（予約制）
　2/14（水）13：30 ～ 14：30

　福祉会館 2階　高齢介護課

　1人 30 分程度で 2名まで

相談医師　

　宮内昭二さん（宮内ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ）

※すでに専門医を受診されている方

は対象外で、ご家族のみの相談も可

　　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147

もの忘れチェック体験
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを

使ったタッチパネル式の「もの忘れ

相談プログラム」を体験できます。

1人 5分程度で簡単にできます！

　2/7（水）、3/7（水）

　13：30 ～ 15：00

　福祉会館 2階　高齢介護課

　2/13（火）13：30 ～ 15：00

　土居庁舎 1階　福祉窓口

　　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147

青少年の生活悩み相談
　9：00 ～ 20：00 の間ならいつでも

　自立援助ホームてぃーだ

　（土居町小林 18-3）

相談方法　

　電話相談または面談相談

　自立援助ホームてぃーだ

　74-3538



　　

労
災
職
業
病
無
料
健
康
相
談
会

　

仕
事
が
原
因
の
体
調
不
良
で
お
悩
み
の

方
、
ア
ス
ベ
ス
ト
・
難
聴
・
振
動
障
害
・
じ

ん
肺
に
関
す
る
職
歴
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、

労
災
補
償
制
度
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

す
で
に
退
職
し
て
い
る
方
も
対
象
で
す
。

　

２
月
14
日
（
水
）
13
時
～
15
時

　

福
祉
会
館
２
階　

教
養
娯
楽
室

　

受
付
順
に
個
別
相
談
し
ま
す
。

　

職
歴
の
分
か
る
も
の
（
年
金
記
録
・
雇
用

保
険
の
記
録
）、
会
社
で
の
健
康
診
断
記
録
、

じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
管
理
手
帳
（
お

持
ち
の
方
）
な
ど

　

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
愛
媛
県

本
部　

０
８
９
・
９
７
６
・
５
５
５
０
（
平
日

９
時
～
17
時
）

　
　

じ
ん
け
ん
広
場

「
隣
保
館
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

市
内
に
は
３
か
所
の
隣
保
館
が
あ
り
ま

す
。

　

隣
保
館
は
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
住
民
交
流
の
拠
点
と
な
る
、

地
域
に
根
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
人
権
・
同
和
問
題
の
速
や

か
な
解
決
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

そ
の
た
め
隣
保
館
で
は
、
人
権
や
生
活

上
の
相
談
事
業
や
、
人
権
問
題
解
決
の
た

め
の
事
業
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
市
内
の
各

隣
保
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
人
権
学

習
を
深
め
ま
せ
ん
か
！

川
之
江
隣
保
館

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　

２
月
18
日
（
日
）
13
時
～
15
時
30
分

　

利
用
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
発
表
、
人
権
啓

発
講
演
会
「
正
し
く
生
き
る
」

　

福
島
誠せ

い
じ
ょ
う浄
さ
ん
（
徳
島
市
万
福
寺
住
職
）

　

28
・
６
２
５
４

　
朝
日
文
化
会
館

人
権
フ
ェ
ア

　

２
月
23
日
（
金
）
19
時
～
20
時
30
分

　

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

　

「
人
権
文
化
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」

　

中
尾
由ゆ

き

お

喜
雄
さ
ん
（
全
国
隣
保
館
連
絡

協
議
会
事
務
局
長
）

　

２
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）
９
時
～

17
時

　

人
権
作
品
展
示

　

28
・
６
０
７
０

土
居
隣
保
館

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

　

２
月
２
日
（
金
）
19
時
～
20
時
30
分

　

「
寝
た
子
は
ネ
ッ
ト
で
起
こ
さ
れ
る
!?
～

部
落
差
別
は
、
い
ま
～
」

　

川
口
泰や

す

し司
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
山
口

県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

第
26
回
土
居
隣
保
館
ま
つ
り

　

３
月
11
日
（
日
）
10
時
～
16
時

　

作
品
展
示
な
ど

　

10
時
～
13
時　

　

バ
ザ
ー
（
う
ど
ん
、
あ
げ
た
こ
、
フ
ラ

　

イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
）、
わ
た
が
し
と
ポ
ッ

　

プ
コ
ー
ン
は
無
料

　

13
時
40
分
～　

　

小
・
中
・
高
校
生
人
権
作
文
発
表

　

14
時
20
分
～

　

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会
「
子
ど
も
会

と
私
」

　

宝
た
か
ら
も
と本

志
保
さ
ん
（
遠
見
子
ど
も
会
）

　

28
・
６
３
５
６

　

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待
遇
改
善
に

　

関
す
る
無
料
相
談

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
実
現
の
た
め
「
愛
媛
非
正
規
雇
用
労
働
者

待
遇
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
お
悩
み
を
お
持
ち
の
事
業
主
の
み
な
さ

ん
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

愛
媛
非
正
規
雇
用
労
働
者
待
遇
改
善
支
援
セ

ン
タ
ー
（
株
式
会
社
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

松
山
支
社
内
）　

０
８
９
・
９
１
５
・
０
２
５
６

（
松
山
市
湊
町
３
・
４
・
６　

松
山
銀
天
街
Ｇ
Ｅ

Ｔ
！
５
階
）

　　

架
空
請
求
を
行
う
事
業
者
に
つ
い
て

　

今
な
お
メ
ー
ル
や
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

の
相
談
が
後
を
絶
た
ず
、
県
内
で
も
多
数
の
詐

欺
被
害
者
が
出
て
い
ま
す
。
県
で
は
い
く
つ
か

の
事
業
者
を
公
表
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
ア
マ
ゾ
ン
」
ま
た
は
「Amazon

」
を
か

た
る
業
者

○
「
ヤ
フ
ー
」
ま
た
は
「Yahoo

」
を
か
た

る
業
者

○
「
楽
天
」
を
か
た
る
業
者

　

こ
の
３
者
は
い
ず
れ
も
「
有
料
動
画
閲
覧

な
ど
の
未
納
料
金
が
あ
り
、
連
絡
が
な
け
れ

ば
法
的
手
続
き
に
移
行
す
る
」
と
い
っ
た
請

求
内
容
で
、「
03
」
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号

の
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
請
求
さ
れ
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。

○
法
務
省
管
轄
支
局
国
民
訴
訟
告
知
管
理
セ

ン
タ
ー

○
法
務
省
管
轄
支
局
民
事
訴
訟
告
知
セ
ン
タ
ー

○
全
国
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
３
者
は
「
消
費
料
金
に
関
す
る
最
終

告
知
、
ま
た
は
訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」

と
い
っ
た
請
求
内
容
や
「
消
費
料
金
確
認
通

知
」
と
い
う
見
出
し
の
は
が
き
に
よ
る
請
求

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８



内容

対象者

募集期限

参加費

問い合わせ先

昨
年
の
ふ
れ
あ
い
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
の
様
子

川滝

第
25
回
川
滝
地
区
女
性
の
つ
ど
い

２
月
18
日
（
日
）
13
時
30
分
～

　

講
演
会　
　

　

28
・
６
２
５
２

土
居
地
区
女
子
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

２
月
24
日
（
土
）
19
時
～

土
居
総
合
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ

土
居
）

　

28
・
６
３
５
８

土居 松柏

ま
ぜ
こ
ぜ
球
技
大
会

２
月
10
日
（
土
）
８
時
30
分
～

松
柏
小
学
校
体
育
館

　

レ
ク
バ
レ
ー
な
ど

※
１
チ
ー
ム
６
名
以
上
の
参
加

で
、
申
し
込
み
が
必
要

　

28
・
６
０
６
２

三島

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

◇
軟
式
野
球
（
男
子
・
女
子
）

◇
サ
ッ
カ
ー
（
男
子
・
女
子
）

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

 

（
男
子
・
女
子
）

◇
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
・
女
子
）

　

新
小
学
１
年
生
～
６
年
生

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　

28
・
６
０
６
３

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
「
美み

が

く学
」

～
お
茶
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

２
月
９
日
（
金
）

14
時
～
15
時
30
分
（
空
組
）

19
時
30
分
～
21
時
（
星
組
）

※
空
組
、
星
組
と
も
内
容
は
同

じ
で
す

　

和
菓
子
仕
上
げ
と
お
抹
茶
の

い
た
だ
き
方

　

２
月
６
日
（
火
）
ま
で

　

２
０
０
円

　
　

28
・
６
３
６
０

天満

ふ
れ
あ
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

２
月
17
日
（
土
）
９
時
～

長
津
小
学
校
体
育
館

　

２
月
８
日
（
木
）
ま
で

※
申
し
込
み
は
公
民
館
ま
た
は

各
地
域
役
員
ま
で

　
　

28
・
６
３
６
２

長津小富士

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

◇
軟
式
野
球
（
男
子
・
女
子
）

◇
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
・
女
子
）

　

新
小
学
１
年
生
～
６
年
生

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　

28
・
６
３
５
９

申込方法・申込先

川
之
江
図
書
館

小
枝
ク
ラ
フ
ト
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
汽
車

ポ
ッ
ポ
♪
」

　

２
月
24
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30
分

　

幼
児
～
小
学
生

※
小
さ
な
お
子
さ
ま
は
保
護
者
同
伴

　

30
名　

※
要
申
し
込
み

　

２
月
１
日
（
木
）
９
時
～

　

１
人
１
０
０
円

　

薦
田
敏と

し
ろ
う良
さ
ん

子
ど
も
映
画
会　

※
無
料

　

２
月
10
日
（
土
）
10
時
～
10
時
30
分

　

「
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
」「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
」

映
画
会
（
一
般
向
け
）　

※
無
料

　

２
月
15
日
（
木
）
10
時
～
12
時
20
分

　

「
恋
愛
小
説
家
」（
洋
画
・
吹
替
え
）

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

イ
ベ
ン
ト
情
報

2月の休館日

川之江図書館

毎週月曜日・28（水）
三島図書館

23（金）まで長期
休館・26（月）
土居図書館

毎週月曜日・
13（火）・28（水）
おやこ図書館

毎週月曜日・
11（日）・28（水）

土
居
図
書
館

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

２
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

　

９
時
～
17
時

川
之
江
図
書
館

ち
っ
ち
ゃ
な
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
～
）

　

２
月
14
日
（
水
）
10
時
～
10
時
30
分

お
は
な
し
の
じ
か
ん
（
幼
児
～
小
学
校
中
学
年
）

　

２
月
21
日
（
水
）
15
時
～

お
や
こ
図
書
館

お
や
こ
で
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
～
）

　

２
月
３
日
（
土
）
10
時
30
分
～

土
居
図
書
館

ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
幼
児
）

　

２
月
10
日
（
土
）
10
時
～

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

　

２
月
14
日
（
水
）
10
時
～

ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
）

　

２
月
24
日
（
土
）
14
時
～

お
は
な
し
会

　

三
島
図
書
館
は
１
月
22
日
（
月
）
か
ら
２
月

23
日
（
金
）
ま
で
改
修
工
事
の
た
め
長
期
休
館

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。



　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。

■とき　2/22（木）9：30 ～ 11：30

■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習

■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者

■定員　10 名  

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　

　　　　　バンダナ、手拭きタオル

■申込期限　2/19（月）まで

■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター

                      28-6054

※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください

♪　離乳食セミナー　（予約制 ・無料）

四国中央市保健センター 28-6054  保健推進課川之江庁舎窓口 28-6214   保健推進課土居庁舎窓口 28-6350問

お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に保健センターにご連絡ください
※ 10 月から、川之江、新宮地域の方の健診・育児相談場所を変更しています。対象の方で、距離的な問題でどうし
ても受診できない方はご相談ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳 6か月児健診 3歳児健診

Ｈ29年 9月生 Ｈ29年10月生 Ｈ28年 7月生 Ｈ28年 8月生 Ｈ27年 1月生 Ｈ27年2月生

川之江
新宮

2/5（月）
13：30～ 15：00

2/1（木）
13：00 ～ 13：45

3/1（木）
13：00 ～ 13：45

2/8（木）
13：00 ～ 13：45

3/8（木）
13：00 ～ 13：45

2/16（金）
13：00 ～ 13：45

3/23（金）
13：00 ～ 13：45

※妻鳥公民館 ※四国中央市保健センター

伊予三島
2/15（木）

13：30～ 15：00
2/13（火）

13：00 ～ 13：45
3/13（火）

13：00 ～ 13：45
2/27（火）

13：00 ～ 13：45
3/20（火）

13：00 ～ 13：45
2/6（火）

13：00 ～ 13：45
3/6（火）

13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター 　

土居
3/2（金）

10：00～ 11：30
2/9（金）13：00 ～ 13：45

土居こども館 土居庁舎 1階　 四国中央市保健センター

四国中央市保健センターで受診できない土居地域の方
は、土居庁舎 3 階で行われる 1 歳 6 か月児・3 歳児健
診にお越しください
とき：3/9（金）13：00 ～ 13：45

高齢者の肺炎球菌予防接種

　平成 29 年度の対象者には、紫色の封筒を平成 29 年 4

月初旬に送付しています。希望する方は、期限までに

接種してください。また、県外での接種を希望される

方は、接種依頼書申請手続きが必要となりますので保

健センターまでお問い合わせください。

■接種期限　3/31（土）まで

麻しん風しん混合予防接種（MR2 期）

　まだ接種していない対象者は、早めの接種をお勧め

します。母子健康手帳を確認しましょう！

■接種対象者　平成 23 年 4 月 2 日～

　　　　　　  平成 24 年 4 月 1 日生まれの方

■接種期限　3/31（土）まで

■接種料金　無料　※ 4/1（日）以降は有料

■問い合わせ先　四国中央市保健センター　28-6054　

予防接種の期限が近づいています

　妊娠・出産・育児について学べる教室です。

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、お茶など

■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター

　　　　　　　　　　　28-6054

♪　ママパパ学級 （予約制 ・無料）

栄養・運動編
■とき　2/14（水）13：30 ～ 16：00

■内容　妊娠中・授乳中の食事、運動について、赤ちゃ

　　　　んの抱き方、授乳方法を学ぼう

■対象　市内在住の初妊婦さんとそのご主人

　　　　（平成 30 年 4 月～ 6月ごろ出産予定の方）

■申込期限　2/9（金）まで

沐浴編
■とき　3/11（日）9：15 ～ 12：00

■内容　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、赤ちゃ　

　　　　んのお風呂の入れ方（沐浴実習）

■対象　市内在住の初妊婦さんとそのご主人

　　　　（平成30年 5月～ 8月ごろ出産予定の方）

■申込期限　3/2（金）まで
※ 15 分前から受付開始、時間厳守でお願いします

※参加者多数の場合は、調整させていただきます

　献血者が減少しがちな冬において、新たに成人を迎

えた「はたち」の若者を中心に、幅広い世代に献血へ

の理解と協力をお願いしています。お近くで献血車を

見かけたら、ぜひ献血にご協力ください。

■問い合わせ先　

　愛媛県赤十字血液センター　089-973-0700

　四国中央保健所　企画・医療対策グループ　23-3360

1 ～ 2 月は、「はたちの献血」キャンペーン期間です



◎急患医療センター （内科 ・小児科）

　56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）

　【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30　

　　　　　 　（日曜・祝日は休診）
※急患医療センターの診療は、 宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています。

急病などで困った時は !

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）
　23-5990
　消防署につながります。自動音声でその日の夜間
　救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
　ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　　28-9119
　消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
　どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談　

  089-913-2777 または ＃ 8000（携帯・プッシュ回線）
　医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
　機関での受診についてアドバイスします。

お願い

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

月日 東部 西部

2/4
白石循環器科
58-0444（金生町下分）

大坪小児科
24-5254（三島中央）

2/11
中央ｸﾘﾆｯｸ
23-7808（三島中央）

生協宇摩診療所
25-0114（寒川）

2/12
井上整形外科ｸﾘﾆｯｸ
58-8700（金生町山田井）

鈴木医院
74-7700（土居町小林）

2/18
松岡整形外科
58-5455（川之江）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川）

2/25
ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町長田）

3/4
岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥）　

栗整形外科病院
24-5550（中之庄）

3/11
芝医院
56-4811（妻鳥）

大坪医院
23-2417（三島中央）

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ

  ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる

ことや、相談したいことはありませんか？

■とき・ところ

　 2/5（月）、3/5（月） 9：00 ～ 12：00

　 四国中央市保健センター

■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、

　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど

■申し込み・問い合わせ先　四国中央市保健センター

                          28-6054

♪　からだとこころの健康相談 （予約制 ・無料）
■とき　2/28（水）13：30 ～ 15：00

　　　　（今年度最後の開催です）

■内容　「知産地消で健康に！」

        ～たっぷり野菜でバランスよく～

※野菜を使った料理の試食があります

■講師　高橋　諒さん（食育ソムリエ）

■対象　市民で 40 歳以上の方　　

■定員　40 名程度

■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター

　　　　　　　　　　　28-6054

♪　ヘルシー大学　（予約制 ・無料）

　

　今後の暮らしへつなげるお手伝いをさせていただきま

す。認知症の方、またそのご家族の方、お気軽にお立ち

寄りください。

■とき　2/18（日）10：00 ～ 12：00

■ところ　三島の杜（上柏町）　※申し込み不要

■内容　認知症についての情報交換

■問い合わせ先　グループホームいしかわ

　　　　　　　　58-0065

♪　ほっとひといきみかんカフェ （無料）　

♪　第 4 回集団栄養教室

■とき　3/3（土）13：00 ～

■ところ　HITO 病院 3階　大会議室

■内容　血管のアンチエイジングについて

■参加費　500 円（弁当付き）

■申込期限　2/28（水）正午まで

■申し込み・問い合わせ先　HITO 病院　29-5210

♪　認知症に関する講演会 （無料）

■とき　2/10（土）14：00 ～ 15：30

■ところ　HITO 病院 3階　大会議室

■内容　地域で暮らす認知症の方、またその家族が直面

　　　　する課題と支援のあり方について考えます

■講師　六角僚子さん（特定非営利活動法人 認知症ケ

　　　　ア研究所代表理事）

■定員　150 名程度　※申し込み不要 

■ところ・問い合わせ先　HITO 病院　29-5633

　がんを体験された方、またそのご家族のみなさん、

お悩みの相談など、みなさんと一緒にお話しませんか。

■とき　2/23（金）14：00 ～ 16：00

■ところ　四国中央病院新館　新カンファレンス室

■内容　14：00 ～　笑いヨガ、15：00 ～　茶話会

■講師　鈴木孝子さん（認定笑いヨガティーチャー）　

■問い合わせ先　四国中央病院　58-3515

♪　顔
が ん ば

晴れサロン　　（無料）　※申し込み不要

　救急外来は、夜間などの急病に対して応急的
な処置を行うところです。休日・夜間に平日の
昼間と同じような感覚で安易に救急外来を受診
することのないよう、適切な救急医療機関の利
用をお願いします。

・



内容 持参品

申込方法・申込先参加費

募集期限・期間講師

対象者 ファクス

定員 問い合わせ先

2/25（日）14：30 ～（13：30 開場）

ひめぎんホール　メインホール

（松山市道後町 2-5-1）

愛顔感動ものがたり表彰式
イベント

全国のみなさんから多数の応募を
いただいた「感動のエピソード」
及び「愛顔の写真」の表彰式イベ
ントを開催します。
無料　※入場整理券の申し込みが
必要です
住所、氏名、電話番号、希望枚数
を電話・ファクス・E メールのい
ずれかで申し込み（電話受付は平
日 8：30 ～ 17：15）
　県文化・スポーツ振興課
　089-912-2972
089-912-2969
bunkasports@pref.ehime.lg.jp

「愛顔　表彰式」で検索

2/1（木）～ 2/23（金）

市役所本庁 2階ロビー

文化振興展「ふるさとの風
景」油彩画展

文化振興課　28-6043

郷土の画家による、ふるさとの風
景画展です。

大カイグリ展

3/1（木）～ 3/18（日）

菓子工房新宮本店 2階

霧の森ギャラリー展
【開館時間】10：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日（祝日の場合

は翌平日）

　0570-07-3111

絵画教室カイグリの生徒さん ( 幼
児・小学生・大人 ) が、1 年間に
制作した作品を展示します。

川之江文化祭

■美術・工芸・盆栽展

3/3（土）～ 3/4（日）
9：00 ～ 17：00（4 日は 15：00 まで）

■お茶席

3/4（日）9：30 ～

市文化協会川之江支部事務局
28-6236

■俳句会

3/4（日）13：00 ～

3/3（土）～ 3/4（日）

川之江文化センター

3/4（日） 10：00 ～

土居文化会館（ユーホール）

■発表会

3/4（日）10：00 ～

■作品展

「コラボで和音講座」、「太極拳講座」、
「気功講座」

【出展講座】

野菜ソムリエの手ごねパンでランチ
教室講座、野菜ソムリエの旬の料理      
教室講座、おかしとサンドイッチの
教室講座、楽しい陶芸講座、切り絵
講座、クラフトバンド（紙バンド）
講座、誰でも楽しめる盆栽講座
※過去の講座生の出展もあります

【出演講座】

土居文化会館生きがい講座
「ライフデザイン」
発表会・作品展

【開館時間】8：30～ 22：00

【休館日】毎週月曜日・祝日の翌日

　28-6353

3/ 4（日）～ 3/11（日）
※初日は 10時～、最終日は 15時まで



開催中～ 3/25（日）

9：40 ～ 18：00（入場は 17：30 まで）

愛媛県美術館（松山市堀之内）

県美術館企画展「生誕 200年

沖
お き か ん が く

冠岳と江戸絵画展」

江戸時代後期～明治初期にかけ
て、江戸東京で活動した今治出身
の画家、沖冠岳。本展では、冠岳
のさまざまな作品と活動の舞台と
なった江戸の書画壇についても紹
介します。
大人 1,200 円、高大生 900 円、
小中生 700 円

沖冠岳展実行委員会　
089-921-2192

3/11（日）13：30～（開場 13：00）

土居文化会館（ユーホール）

四国中央少年少女合唱団
第 49 回　定期演奏会

【曲目】春風の中で、児童合唱
ミュージカル「太陽のうた」、
冬げしき　など

【賛助出演】三島小学校合唱隊
四国中央少年少女合唱団
74-3700（大西）

3/10（土）13：00 ～ 16：00

集合場所：西条栄光教会

（西条市明屋敷 236-10）

西条栄光教会、愛媛民藝館及び西
条郷土博物館でフィールドワーク
曲
ま が た

田清
き よ た だ

維さん（愛媛大学名誉教授）
和田耕一さん（一級建築士）
20 名（先着順）
2/28（水）17 時まで
電話でお申し込みください
　東予歴史文化資源活用市町連携
協議会事務局（県東予地方局地域
政策課内）　0897-56-0710

とき ところ 内容・対象

2/ 6（火）妻鳥保育園 0歳児主体

2/ 8（木）川之江児童館 1・2歳児主体

2/20（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび

10：00 ～ 11：30

※申し込み不要、誰でも参加できます
体操や手遊び、育児相談

乳児保育所こども村　56-1310

2/24（土）～ 4/8（日）

9：00 ～ 17：30（入場は 17：00 まで）

企画展示室

博物館周辺に広がる里地・里山で
観察できる動物や昆虫について、
標本や写真で紹介します。
65 歳以上 260 円、大人（高校生
以上）510 円、中学生以下は無料
総合科学博物館　0897-40-4100

2/25（日）15：00 ～ 16：30

ジョイフル川之江店

英語カフェ④

カジュアルな雰囲気で自由な話題
を英語で話しませんか。英語力を
試したい人、キープしたい人、もっ
と自信をつけたい人、初心者から
上級者まで誰でも大歓迎です。
ルシア・ジュ（市 CIR)、市 ALT
一般 500 円、会員 200 円
※別途、飲食代が必要です
高校生以上
15 名   
2/22（木）まで
　市国際交流協会　28-6014

浦辺鎮太郎さんが手がけた西条栄光教会

愛媛県総合科学博物館
企画展「案外すんでる！
身近な生き物」

歴史文化フィールドワーク
in 西条市
～西条のモダニズム建築を観る 

　建築家 浦辺鎮
し ず た ろ う

太郎の情熱～



し み ん ろひ ば広報3月号は
3/1（木）発行です

次号

　今年の冬は野菜の値段が高騰して
います！この季節ならではの鍋料理
の回数も例年と比べると減少し、体
の野菜不足が心配です。今後どうな
るのやら…（石）

 寒い日は、温かい食べ物が恋しく
なりますね。私は年間を通してう
どんをよく食べますが、この季節は
熱々の釜揚げうどんやかけうどん。
冷えた体が温まります。（西）

　元日にお寺でおみくじを引きまし
た。「小吉」でした。なんとも微妙
ですが、健康について風邪がひきに
くいと書いてありました。現在、少
し風邪気味です。（和）

編 集 後 記
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編集・発行

援護事業功労者厚生労働大臣表彰状伝達式

　12 月 26 日（火）、戦没者遺族援護事業に長年にわ
たり貢献された功績により、藤田康雄さん（富郷町
津根山）が厚生労働大臣表彰を受けられ、市長室で
表彰状伝達式が行われました。藤田さんは伊予三島
市遺族会入会から幹部役員として、遺族会の運営に
長く尽力され会員からの信頼も厚い方です。また、
三島慰霊塔には毎年大きな花しばをお供えしてくれ
ています。市長は「これからも遺族の方々のために
頑張ってください」と話していました。

宇摩法人会が絵本・紙芝居を寄贈

　12 月 22 日（金）、宇摩法人会（石﨑康文会長）から、
市内の幼稚園、保育園及び認定こども園に絵本 264
冊と紙芝居 11 巻が寄贈されました。同会は毎年、幼
稚園や保育園などに絵本を寄贈しており、今年で 16
回目になります。
　今回贈られた絵本と紙芝居は、市内の 11 施設で、
子どもたちの健やかな成長のために役立てられます。

　12 月 20 日（水）、平成 29 年度日本善行会秋季表彰
において、宮﨑久子さん（川之江町）と篠原　さん（土
居町津根）が受賞したことを、また日本善行会愛媛県
四国中央支部事務局の西川康子さん（村松町）が長寿
善行者として東宮御所にて皇太子殿下に御接見させて
頂いたことを報告するため市長を表敬訪問しました。
受賞されたお二人とも「まさかこのような賞を頂ける
とは思っていませんでした。ありがたいです」と話し、
西川さんは「皇太子殿下からお声をかけて頂くという
光栄な機会を頂き、喜びで胸が張り裂けそうでした」
と話していました。

日本善行会秋季善行表彰受賞者市長表敬訪問

旧三島町財産管理委員会が防災井戸を寄贈

　12 月 20 日（水）、三島中央 3丁目の中央広場公園に、
旧三島町財産管理委員会（新谷末次会長）から防災
井戸が寄贈されることとなり寄贈式が行われました。
　井戸は手押しポンプ式で、災害時などに停電した
場合でも、トイレの水洗や手洗いなどの生活用水と
して利用できます。なお、飲用水には適していません。
　新谷会長は「手押しポンプなら災害時にも使用で
きます。また、普段は子どもたちの遊び場として使っ
てもらうなど、広く活用してもらいたいと思います」
と話していました。

■ 2/4（日）12 時 30 分～
　ケロポンズ親子コンサート in 四国中央
　〔土居文化会館（ユーホール）〕
※コンサートの入場券は完売しました

今月のしこちゅ～お出かけ予定

隆一



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。産業建設委員会の審査概要

◎三宅　繁博　○苅田　清秀　　山川　和孝　　川上　賢孝　　　◎委員長
　原田　泰樹　　青木　永六　　石川　秀光　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 86 号「四国中央市公共下水道事業の設置等に関する条例の制定について」

質問　　四国中央市公共下水道事業の設置等に関する条例を制定する目的について伺う。
　　　　また、第８条第２項にある「事業年度の予算の概要及び事業の経営方針をそれぞ
　　　れ明らかにしなければならない」とうたっているが、経営方針について具体的に伺
　　　う。

答弁　　地方公営企業法は、組織・財務・職員の身分から成り立っている。今回の移行は、
　　　財務規定のみが適用となる一部適用での移行となることから、会計方式が官庁会計方
　　　式から企業会計方式である複式簿記を採用することとなり、収益と費用の関係が明確
　　　になることや経営分析が容易になるのではないかと思われる。
　　　　経営の状況は、上半期・下半期の財政状況について公表することが中心となる。また、
　　　事業の方針や規模は、当初予算の時に方針等を定めた上での予算審議となることから、
　　　その中で策定していくようになる。

●議案第 87 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第４号）」所管分

質問　　災害復旧費について、本年度の台風による災害復旧事業は年度内にすべて完了する
　　　のか。次年度への繰り越し事業があれば伺う。

答弁　　農林水産施設については、公共災害は先般査定があり規模が大きいため次年度へ繰
　　　り越しの可能性はある。単独災害は順次復旧を行うこととしており、年度内に完了す
　　　る予定となっている。
　　　　土木施設の災害については、単独災害は順次復旧を行うこととしており、年度内に
　　　完了する予定となっている。公共災害は、浦山川支川の査定が先般終わったばかりで
　　　あるため次年度へ繰り越しになる可能性がある。

質問　　霧の森整備事業の内容を伺う。

答弁　　霧の森コテージは平成 11年にオープンしてから 18
　　　年目を迎えている。
　　　　霧の森コテージは７棟あり、そこに温泉棟がある。
　　　その温泉棟の男女の浴槽が、老朽化により漏水が著し
　　　く、現在休止している状況であり、浴槽施設を改修す
　　　る事業である。

●議案第 90 号「平成 29 年度四国中央市下水道事業特別会計補正予算（第３号）」

質問　　ストックマネジメント計画策定業務委託料の内容について伺う。

答弁　　長寿命化計画が平
　　　成 32 年度までとなる
　　　ためストックマネジメ
　　　ントが平成 28年度に
　　　創設された。それに伴
　　　い川之江ポンプ場は全
　　　体を見直す計画であっ
　　　たが自家発設備と受変
　　　電設備、雨水ポンプ設
　　　備を取りやめ汚水ポンプ設備、除塵機設備、遠方監視施設のみの実施となった。三島
　　　浄化センターでは、水処理設備を取りやめブロアー設備、中央監理設備、自家発設備
　　　のみの実施となった。

注）ストックマネジメントとは、既存の建築物（ストック）を有効に活用し、長寿命化を図
　　る手法のこと。

霧の森コテージ
温泉棟

三島浄化センター川之江ポンプ場（内部）



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。教育厚生委員会の審査概要

◎石川　　剛　○眞鍋　幹雄　　飛鷹　裕輔　　吉原　　敦　　　◎委員長
　谷内　　開　　篠永　誠司　　井川　　剛　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 84 号「四国中央市交流センター条例の制定について」

質問　　交流センターにおける法律の関係は、どの
　　　ような部分を中心と考えるのか。
　　　　また、どこが管理し、主管課はどこが取り
　　　扱うのか。職員体制の問題、センター長の位
　　　置づけについてもあわせて伺う。

答弁　　従来の公民館等は社会教育法の縛りがある
　　　が、交流センターはその縛りをかけずに何で
　　　も使用できる施設にしたいと考えている。
　　　　所管については生涯学習課が担当し、セン
　　　ター長・人員については現在協議中である。

質問　　統合していくには今までの施設は今後どうなっていくのか。
　　　　また、備品の関係は使用可能な備品は使用し、新しく買いかえも行うのか伺う。

答弁　　公民館と児童館については解体し、にぎわい広場として子供広場やステージ等を建
　　　設予定である。
　　　　老人つどいの家については防災倉庫、憩いの家については防災広場になる予定であ
　　　る。
　　　　備品については、現在ある施設から使用可能な備品は使用し、不足分については購
　　　入する予定である。

●議案第 87 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第４号）」所管分

質問　　公立学校施設整備期成会について伺う。

答弁　　県内の市町を構成員として結成されている会であり、学校施設整備等に関して国等
　　　への陳情活動などを行っている。この負担金は前年度である平成 28 年度の国の補助
　　　金額に応じて算出した額を支払っているものである。

質問　　川之江庁舎解体撤去工事 7,200 万円、債務
　　　負担行為で限度額１億 800 万円で総事業費約
　　　１億 8,000 万円となるが、どのくらいの工期
　　　で、いつ頃着手されるのか。
　　　　また、土居東認定こども園の計画予定と運
　　　営方針についてもあわせて伺う。

答弁　　川之江庁舎の解体については、平成 30 年
　　　３月から７月までの５カ月間を予定している。
　　　　また、土居東認定こども園の建築工事につ
　　　いては、約 11 カ月を予定している。運営については来年度の９月議会で条例等を制
　　　定し、公立の直営で運営したいと考えている。

質問　　公立の直営での運営による人材確保について、現職員も含めて伺う。

答弁　　土居東認定こども園については、長津保育園を閉鎖し、同規模の人数を認定こども
　　　園に移行する予定である。職員は現人員のまま推移できれば問題はないが、幼稚園部
　　　分は新設となるので新採職員等で対応したいと考えている。

質問　　公立の臨時職員に対する処遇改善について伺う。

答弁　　平成 32 年度から臨時職員等の給与制度が変わり、会計年度任用職員が新たに設け
　　　られる。今後、国からの制度の詳細がわかり次第、保育士等についても検討したいと
　　　考える。

川之江ふれあい交流センター（イメージ図）

川之江庁舎



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。総務市民委員会の審査概要

◎西岡　政則　○国政　　守　　三好　　平　　山本　照男　　　◎委員長
　吉田善三郎　　石津千代子　　谷　　國光  　曽我部　清　　　○副委員長

●議案第 87 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第４号）」所管分

質問　　新庁舎のサーバ室
　　　の工事費用はどうい
　　　うものか。
　　　　また、サーバ室の
　　　災害対策はどのよう
　　　になっているのか。

答弁　　サーバを入れるラ
　　　ックの整備工事とバ
　　　ッテリー機器の整備
　　　であり、２年 1,510
　　　万円事業のうちの 600 万円である。
　　　　また、災害対策としては、ガスの消火設備と停電時に対応できる非常用発電機を設
　　　置予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　質問　　市内放送が聞こえにくくなったという声も聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く。改良は進んでいるのか。

　　　　　　　　　　　　　　　　答弁　　平成 26 年度末の有線システムへの変更は、難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴地域の解消を目的として、市内 300 カ所にふや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した上で行った。聞こえにくくなったというのは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近隣に新たな分譲地やマンションや倉庫など中高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層の建物が建ったなどの別の要因が考えられる。

質問　　今回補正の市債のうち、合併特例債をつかっているものを伺う。

答弁　　金生公民館新築事業と市単道路改良事業の２件である。

●議案第 88 号「平成 29 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」

質問　　国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金は、具体的にはどのようなものか。

答弁　　国民健康保険は、来年度から広域化され愛媛県も市町とともに保険者となる。その
　　　ために県が納付金を計算するが、被保険者数などいろいろな情報を、市が県に報告す
　　　るためのシステム改修が必要となり、その費用に対する補助金である。

●議案第 96 号「愛媛県市町総合事務組合規約の変更について」

質問　　東温市脱退の理由を伺う。

答弁　　交通災害共済は、当市においてもその事務を取りやめたように、民間の交通災害保
　　　険も充実してきたからではないかと推測する。

●議案第 99 号「四国中央市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について」

質問　　若い職員は 1,000 円程度、それ以上の職員は 500 円程度しか上がらないと聞く。ま
　　　た、給料表も45万円ぐらいで頭打ちである。職員のモチベーションを上げるためにも、
　　　これは改正できないものか。

答弁　　国に準拠しているため、変更できない。

新庁舎イメージ図

（南側から見える外観イメージ）サーバ室

防災有線

告知システム



　

　

◆今回の議長選における一連の騒動から

　　　今回の議長交代劇において議会の停滞を招いたことで、市民のみならず市職員にも迷惑をかけたこ

　　　とについては、率直に反省しなければならない。ただ結果的にこれからの議会運営には良い影響を

　　　与えたものとして、二元代表制を機能すべくより一層の緊張感をもって、議員活動にあたられるの

　　　ではないか。

　総務部長
　地域における行政を自主的かつ総合的に実施する役割を担う「議会」と「行政」が、そ
れぞれの立場で役割を補完し合い職務を全うしていることから、二元代表制が機能してい
ると思われる。
　理事者側としては常に緊張感を持ち、市民の負託に応えるという姿勢で対応している。

 谷　 國光 議員

国政　 守 議員

　経済部長、産業支援課長
　中小企業庁やえひめ産業振興財団においては、事業承継のための支援が行われており、
愛媛県においても事業承継に向けた融資制度や、融資を受ける際の信用保証料を全額支援
する制度が実施されている。後継者の育成を考えると、事業承継の準備には５年から 10 年
ほどかかると言われていることから計画的な取り組みが必要であり、市としても国や県の
動向を見ながら、連携して中小企業をサポートする施策を検討したいと考えている。

◆中小企業の支援について、御所見を伺う

　　　業績は伸びているが、人が足りない・人材がそろわない・後継者がいないなどの問題について、設

　　　備投資の促進や事業継承のための施策を市に求めたい。後継者不足に悩む中小企業と担い手の橋渡

　　　しや、シニア世代が現役で活躍できる雇用体制の支援について、御所見を伺う。

◆都道府県化となる来年度の国民健康保険料の引き下げを求める

　　　平成 30 年度の県試算による激変緩和措置後の１人当たりの国保料は９万 9,380 円で、平成 28 年度

　　　国保料より 1,711 円高くなっている。厚生労働省は平成 30 年度に関しては、一人ひとりが受け入

　　　れられる保険料という観点から、法定外繰り入れや基金の取り崩しも求めていることから、保険料

　　　の引き下げを求める。

　市民部長、国保医療課長
　保険料は給付費の自然増に相応して増加することになるが、平成 30 年度は公費拡充によ
り増加が抑制される見込みであり、制度改正に伴う保険料の上昇については、激変緩和措
置を講じることになる。平成30年度の国民健康保険料率の基礎となる国保事業費納付金は、
平成 30 年１月ごろに県から通知される予定であり、算定に用いる係数の変化等納付金への
影響は現段階では不透明な状況であるが、被保険者に過度な負担が発生することがないよ
う、今年度の決算見込みなども見極めた上で、慎重に検討したい。

その他の質問　〇負担増一方の介護保険問題について
　　　　　　　○寒川埋め立てグラウンド問題について青木 永六 議員

◆「いい夫婦の日」に市役所での結婚式について

　　　本市には、直接届け出または送付されてくる婚姻届は年間で約 1,000 件あるようだが、さまざまな
　　　負担などを理由に結婚式を行わないカップルもふえている。そうした中で、愛媛県を初め「公共施
　　　設で結婚式を挙げませんか」という自治体が多くなっていることから、若い方の定住促進や市民に
　　　開かれた市役所として、夫婦の門出にふさわしいオリジナルの婚姻届提出後、簡素な中にも思い出
　　　に残る結婚式ができるようにしてはいかがか。

谷内　 開 議員
その他の質問　○持続可能なまちづくりの実現に向けて
　　　　　　　○地域力を学校に生かすコミュニティスクールについて

　総務部長
　市役所等の公共施設での結婚式としては、婚姻届提出時に合わせて 15 分程度で行う届出
挙式のほか、婚活支援グループなどが企画・プロデュースを行い来庁者とともに祝福する
ものなど、多様な形態で実施されている。毎年定期的に実施しているところや、市制記念
行事の一環として実施しているところ、移住・定住促進事業として実施しているところなど、
目的や開催頻度も各自治体によってさまざまであるが、新庁舎や市民文化ホール完成後の
「いい夫婦の日」に、これらの施設で結婚式を行うことは当市をＰＲする絶好の機会でもあ
るので、他自治体の取り組み内容や実施効果などを参考に検討していきたい。

その他の質問　○選挙における投票率向上について
　　　　　　　○地域包括ケアの構築について



　

　

　

三宅 繁博 議員

◆農業版総合計画（ビジョン）の策定について

　　　農業振興政策の現状をどう捉えているか。担い手の育成支援や農地所有者適格法人支援・農業生産基

　　　盤の整備・生産規模拡大についてどう認識しているか、それぞれの支援について伺う。またこれから

　　　の農業振興を行う上で、総合計画の策定が必要であると思うが、考えを伺う。

　市長、副市長、経済部長
　新規就農者には、農業次世代人材投資資金を交付し所得の補償や相談体制を整備し、就
農定着と負担軽減を図っている。また「人・農地プラン」の話し合いから、農地所有適格
法人の設立が地域の諸問題解決手段の一つとして認識されていることや、優良な農地を集
約・集積することで、事業としての農業に取り組む優良な経営者によって、生産規模が拡
大されるよう取り組んでいきたい。農業振興に関するビジョンの策定には、現況に即した
農用地を設定することと、農業用の各種補助制度の紹介体制を充実し、新規就農希望者が
就農しやすい体制を構築することを盛り込みたいと考えている。

その他の質問　〇鳥獣被害について　○新公会計制度導入について

◆自主防災組織の連携と防災士の活躍について

　　　本年は７月上旬の九州北部豪雨災害、10 月の台風 21 号による関西地方での被害に代表される災害

　　　があった。そのような中、自主防災組織の連携が求められるが、連絡協議会の設立状況と、今年度

　　　の愛媛県防災士養成講座の受講申し込み者の数を合わせて伺う。

　市長、消防長
　12 月 21 日に「四国中央市自主防災組織連絡協議会」の設立総会を開催することとなった。
設立後は、自主防災組織相互の連絡調整や未結成地区への結成支援等地域防災力向上に向
けた取り組みを強化し、災害時のスムーズな協力体制を構築していきたい。
　今年度の愛媛県防災士養成講座の受講申し込み状況は、50 名の推薦枠に対し市内各地の
自主防災組織から 74 名の受講希望があり、男性 41 名、女性９名に受講していただいた。
受講できなかった 24 名の方については、来年度に受講できるよう愛媛県に対し受講枠の拡
大を要望していきたい。

その他の質問　○所有者不明不動産のマネジメントについて
　　　　　　　○国体レガシーの活用について石川　 剛 議員

　　　

◆子育てについて

　　　当市の魅力あるまちづくりの一つとして、共働きによる子育てがしやすいまちが望まれている。

　　　平成 30 年４月からの入園状況と、保育士不足の解決が子育て環境を後押しするので、保育士確保

　　　に向けての取り組みを伺う。

眞鍋 幹雄 議員

　市長、福祉部長
　平成 30 年４月からの保育園等への申し込み状況は、継続入園希望が 1,234 人、新規入園
希望が 657 人の合計 1,891 人となっており、今年度の受け入れ児童数 1,826 人と比較する
と 65 名上回っているが、新たに開所予定の小規模保育事業所等とも連携を図り、入園希望
者がいずれかの保育施設を利用できるよう調整を進めていきたい。保育士確保に向けた取
り組みとしては、平成 29 年７月に保育士等を対象とした合同就職説明会をはじめて開催し
たところであり、今後も継続して実施する予定である。

その他の質問　○東京オリンピックに向けて　○認知症について
　　　　　　　○バイオマス発電等について

◆市民文化ホール建設工事と企画・運営について

　　　建設工事の現在の進捗率と躯体工事の完了、外部・内部の仕上げ工事の予定を伺う。仕上げ工事に
　　　移れば、下請業者の参入条件も広がることから、地元業者の活用を望む。また完成を控え、使用料
　　　や使用形態なども市民の意見を広く聞いて決定し、施設の利用活性化を目指そう。

　市長、政策局長、新庁舎・文化ホール整備課長
　平成 29 年 11 月末現在の文化ホール建設の工事の進捗状況は、21％で計画よりも若干早
く進んでおり、平成 30 年の２月には躯体工事が完了し平成 30 年５月頃から内部の仕上げ
工事に移る予定となっている。劇場という専門性の高い建築物であることや建築物の空間
が非常に大きいことなどから、地元の下請け契約が少なくなっているが、今後の仕上げ工
事においても引き続き地元企業の活用を要請していきたい。また使用料については、市の
コスト負担や受益者負担の考え方を勘案しつつ、他の類似施設も参考にしながら、利用し
やすい使用料の設定を行いたいと考えている。

三好　 平 議員

その他の質問　○財政運営をハードからソフトへ転換を求める
　　　　　　　○国民体育大会の実体験から、国の責任を求め、未来の自治体の負担軽減
　　　　　　　　を図ろう
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◆企業立地計画と活動について

　　　津根工業団地造成の進捗状況、完成予定、立地企業の見込みはどのようになっているか伺う。

　　　また、今後の市内全域での工業団地整備計画と、市道豊岡海岸線沿線や土居インターチェンジ付近

　　　の開発と、企業立地計画はどのようになっているかを伺う。

　市長、経済部長
　津根工業団地は造成工事に向けて詳細設計を進めており、平成 29 年度中に所有権移転登
記を行い、平成 30 年度の早い時期に造成工事に着手し、平成 31 年度には完成の見込みで
ある。立地企業については、市内の運送業や倉庫業・製造業者などから、事業用地の問い
合わせが寄せられている。市道豊岡海岸線沿線や土居インターチェンジ付近は、交通の利
便性から企業立地には魅力的な地域であるが、農業振興地域に指定されていることから、
工業団地とするには制約があるが、農地の保全と工業振興の両面から検討すべき時期にき
ていると考えている。

山川 和孝 議員
その他の質問　○コミュニティバス運行について　○寒川グラウンドの移転整備について
　　　　　　　○小、中学校の電子黒板等ＩＣＴ機器導入について　○保育行政について

飛鷹 裕輔 議員

　教育委員会事務局管理部長、学校教育課長、教育総務課長
　和式トイレの使い方については、入学後、各学級において正しい使い方が身につくように
細かく使用方法を指導しているほか、排便については、学級活動の時間などにおいて発達段
階に応じてわかりやすく指導することで、児童が気兼ねなく大便器を使用できるように配慮
している。なお市内小中学校の洋式便器の割合は34％であり、多目的トイレは小学校に11校、
中学校には６校に設置されている。

◆トイレは子供の健康を支える場。学校トイレの洋式化への改修を求める

　　　学校では恥ずかしいと排便をしないという子供が半数近くいるが、家庭トイレの洋式化は進む中で、

　　　学校のトイレはまだ和式が多い状態となっている。トイレの洋式化率と、排泄の大切さや和式トイ

　　　レの使い方について、どのような指導をしているのかを伺う。また衛生面や節水面でもすぐれる洋

　　　式トイレへの改修と、多目的トイレの充実を求める。

その他の質問　○地域包括支援センターの現状と課題について　○就学援助制度について
　　　　　　　○孤独死を防止するため、地域見守りシステムの構築を求める

一 般 質 問
紙面の都合上

一般質問の一部

を掲載してい

ます。　 　

吉原　 敦 議員

　市長、教育長
　就学先の選択については、各種相談会や教育支援委員会を開催し、就学先の決定に向けた
協議を行い本人や家族の意見を尊重し就学先を決定している。
　また特別支援学級にかかわる教員は、各種の研修会に参加するなど、専門的知識の習得や
技能の向上に努めている。
　特別支援学校の分校が設置されることにより、市全体の特別支援教育の充実が期待できる
ため、児童生徒、教職員にとっては有意義なものになると思われる。今後は細部に渡りさら
に県との協議を進めていきたいと考えている。

◆四国中央市での特別支援学校開校について

　　　特別支援学校と特別支援学級との選択の指針・普通学級との内容の違いや、教員のスキルを伺う。

　　　また、特別支援学校が市内にできることによる他の児童・生徒及び市民へのメリット、開校に向け

　　　た市としての方向性と進捗状況を伺う。
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番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

四国中央市議会議長辞職の件 許　　可

四国中央市議会議長の選挙について 選　　挙

四国中央市議会副議長辞職の件 許　　可

四国中央市議会副議長の選挙について 選　　挙

選任第２号 四国中央市議会常任委員会委員の選任について 選　　任

選任第３号 四国中央市議会運営委員会委員の選任について 選　　任

議会改革調査特別委員会委員辞任の件 許　　可

地方創生特別委員会委員辞任の件 許　　可

広報ＩＣＴ推進特別委員会委員辞任の件 許　　可

選任第４号
議会改革調査特別委員会委員の選任、地方創生特別委員会委員の選任及び広報
ＩＣＴ推進特別委員会委員の選任について

選　　任

29 年
請願第２号

「農業者戸別所得補償制度」の復活を求める請願 継続審査

29 年
請願第３号

「年金支給の毎月払い」「年金支給開始年齢の引き上げは行わないこと」を求め
る請願

継続審査

29 年
陳情第２号

「所得税法第 56 条の廃止（見直し）」の意見書採択を求める陳情 継続審査

29 年
陳情第１号

土居町に移動販売車設置を求める陳情 継続審査



番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

承認第４号
平成 29年度四国中央市一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認を求める
ことについて

承　　認

議案第 84 号 四国中央市交流センター条例の制定について 原案可決

議案第 85 号 四国中央市二名ふれあい館条例の制定について 原案可決

議案第 86 号 四国中央市公共下水道事業の設置等に関する条例の制定について 原案可決

議案第 87 号 平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 88 号 平成 29 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）  原案可決

議案第 89 号 平成 29 年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 90 号 平成 29 年度四国中央市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 91 号 平成 29 年度四国中央市介護予防支援事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 92 号 平成 29 年度四国中央市後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 93 号 平成 29 年度四国中央市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 94 号 平成 29 年度四国中央市簡易水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 95 号 平成 29 年度四国中央市工業用水道事業会計補正予算（第１号）  原案可決

議案第 96 号 愛媛県市町総合事務組合規約の変更について 原案可決

議案第 97 号
愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの脱退に伴う財産処分に
ついて

原案可決

議案第 98 号 物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 99 号 四国中央市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 100 号 平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第 101 号 平成 29 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 102 号 平成 29 年度四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 103 号 平成 29 年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 104 号 平成 29 年度四国中央市港湾上屋事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 105 号 平成 29 年度四国中央市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 106 号 平成 29 年度四国中央市簡易水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 107 号 平成 29 年度四国中央市工業用水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 108 号 四国中央市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

認定第１号 平成 28 年度四国中央市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定第２号
平成 28 年度四国中央市水道事業会計決算、四国中央市簡易水道事業会計決算
及び四国中央市工業用水道事業会計決算の認定について

認　　定

選挙第２号 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 指名推選

平成 29 年 第４回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



　平成 29年第４回定例会において、議長・副議長が選出されました。

　市民の皆様には、 日ごろから市議会に対し、 深いご理
解とご協力をいただき、 厚く御礼申し上げます。
　私たちは、 12 月定例会におきまして、 議長、 副議長に
就任いたしました。
　その職責の重大さに身の引き締まる思いであり、 公正で
円滑な議会運営のために、 誠心誠意努力してまいる所存
であります。
　さて現在、 四国中央市の顔となる市民文化ホールや、
新庁舎をはじめ、 川之江ふれあい交流センター、 東部学
校給食センターの建設といった大型事業は順調に進んで
おります。 また、 津根工業団地造成事業についても、 これ
から具体化していくなかで、 地域産業の振興と雇用の拡大
につながるものと期待しているところでございます。 　
　市議会におきましては、 議会の役割や責務を明文化した
議会基本条例の制定に向けて、 担当の委員会をはじめ各
議員と協力し早期の制定を目指したいと考えております。
　地場産業の振興や中核病院の整備そして少子高齢化
対策など喫緊の課題が山積しておりますが、 市民の皆様
の負託にこたえられる市議会、 そして公平公正で市民のた
めにも分かりやすく開かれた議会を目指しまして、 ますます
研鑽を積む所存でございます。 どうか、 今後とも、 市議会
に対し、 なお一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。

議長 ・ 副議長就任挨拶

副議長
 井　川　　　剛

議　長
 曽　我　部　 清

平成 29 年　第４回　定例会

副議長の略歴

昭和 44 年７月 25 日生（48 歳）
平成 10 年 11 月 22 日初当選
四国中央市議５期目
総務市民委員会委員長
教育厚生委員会委員長

などを歴任

議長の略歴

昭和 25 年３月 27 日生（67 歳）
平成６年２月６日初当選
四国中央市議５期目
副議長
議会運営委員会委員長

などを歴任

常任・特別・議会運営委員会委員 ◎委員長　〇副委員長

総務市民委員会
◎西岡　政則
○国政　　守
　三好　　平
　山本　照男
　吉田善三郎
　石津千代子
　谷　　國光
　曽我部　清

教育厚生委員会
◎石川　　剛
○眞鍋　幹雄
　飛鷹　裕輔
　吉原　　敦
　谷内　　開
　篠永　誠司
　井川　　剛

議会改革調査

特別委員会

◎篠永　誠司
○吉原　　敦
　三宅　繁博
　川上　賢孝
　吉田善三郎
　青木　永六
　西岡　政則

広報ＩＣＴ推進

特別委員会

◎石津千代子
○谷　　國光
　飛鷹　裕輔
　石川　　剛
　国政　　守
　山本　照男
　井川　　剛

産業建設委員会
◎三宅　繁博
○苅田　清秀
　山川　和孝
　川上　賢孝
　原田　泰樹
　青木　永六
　石川　秀光

地方創生

特別委員会

◎山川　和孝
○眞鍋　幹雄
　三好　　平
　谷内　　開
　苅田　清秀
　原田　泰樹
　石川　秀光

議会だより

編集委員会

◎井川　　剛
○吉原　　敦
　石川　　剛
　国政　　守
　三好　　平
　苅田　清秀
　西岡　政則

議会運営委員会
◎吉田善三郎
○石川　秀光
　山川　和孝
　川上　賢孝
　苅田　清秀
　原田　泰樹
　青木　永六

議会選出監査委員

原田　泰樹 議員



　平成 29 年第４回定例会は、去る 12 月５日から 22
日までの 18 日間の会期で開かれました。
　今定例会には、平成 29 年度一般会計補正予算を
初めとする市長提出議案25件、承認１件、認定２件、
選挙３件、選任３件、請願１件、陳情１件が上程さ
れました。

主な内容
① 議長、副議長就任挨拶等 ･･････P35
② 議決結果一覧等 ････････P34 ～ P33
③ 一般質問 ･･････････････P32 ～ P30
④ 委員会の審査概要 ･･････P29 ～ P27
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ひなたぼっこ（上分町金沢橋付近）
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